
　市は、一時的に閉鎖していた放課後児童クラブにつ
いて、子育てしやすい環境を整えるため、３月２日㈪
から開所しています（写真は常盤児童クラブ）。
　各児童クラブには、手洗いやアルコール消毒、検温
などのルールをきちんと守りながら元気いっぱいに遊
ぶ子どもたちの姿がありました。
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特
集
１

特
集
１
市政執行方針・教育行政執行方針市政執行方針・教育行政執行方針
明日へのいとぐち明日へのいとぐち…２…２

特
集
２

特
集
２
令和２年度登別市の当初予算令和２年度登別市の当初予算
市のお金の使い方市のお金の使い方…８…８

令和２年度登別市の当初予算令和２年度登別市の当初予算
市市ののお金お金のの使い方使い方…８…８

※�イベントなどの情報については、３月16日㈪※�イベントなどの情報については、３月16日㈪
現在の情報を掲載しています。現在の情報を掲載しています。

2020.4
NO.834



緒明日へのいとぐち

令和２年
市政執行方針・教育行政執行方針

さまざまなきっかけを生かし
次代につなぐ一年に

令和２年市政執行方針

　市制施行50周年という大きな節目の年を迎
えました。私自身、市民実行委員会の委員と
して参加した市制施行30周年では、登別地区、
登別温泉地区、幌別地区、鷲別地区が手を携
え、全市的に記念事業を展開したことで、現
在につながる市民自治の種が蒔かれました。
市制施行40周年では、現在のまちづくりを主
体的に担う、のぼりべつ元鬼協議会などの団
体が誕生したことに加え、災害時の自助体制
の強化など、各団体や町内会活動の充実によ
り、市内の地区同士の交流が活発化し、若い
力が躍動する協働のまちづくりの礎ができま
した。
　そして令和２年、市制施行50周年の年とな
りました。私はこの記念すべき年を登別市の
成長と発展に尽力されてきた先達の労苦に敬
意を表し、功績に感謝するとともに、多くの
人々が紡いできた『ふるさと登別』を、次代
に『つなぐ』機会にしたいと考えています。
この『つなぐ』というキーワードは、世代間
のつながりだけではなく、行政と市民、市内
の地区間、団体間、企業間など、さまざまな
主体が連携し、それぞれが持つ技術や経験を
つなぎ、共有し、補完することを意味し、魅
力的なまち『のぼりべつ』を築いていくため
には欠かせないものであると私は考えていま
す。
　記念事業にあたっては、『市民活動の活性
化』、『産業活動の活性化』、『まちづくり
人材の発掘』というさらなるまちづくりの
きっかけとなるよう、市民の皆さん、特に将

　２月25日㈫、令和２年度の予算案や条例改正案などを審議
する『令和２年第１回市議会定例会』が開催され、小笠原春
一市長が今年のまちづくりをどのように進めていくかを示す
『市政執行方針』を、武田博教育長が市の進める教育のあり
方を示す『教育行政執行方針』を発表しました。
　今号では、令和２年の市政執行方針と教育行政執行方針の
概要について、お知らせします。
　なお、全文は市公式ウェブサイトに掲載していますので、
ご覧ください。

来のまちづくりを担う若い世代の方々に参画
いただき、登別市の魅力をさらに高める取り
組みを進めていきます。
　令和２年度は、未来に向かって飛躍するス
タートの年とできるよう「新たな時代に向け、
力強く進み続けるまちづくり」、「新たな視
点で、だれもが快適に安心して暮らせるまち
づくり」、「新たなニーズに対応し、活力に
満ちた魅力的なまちづくり」を三つの柱に、
市政運営の緒に就いてまいります。
　令和という新しい時代を迎え、今年は市制
施行50周年の大きな節目を迎えるとともに、
東京２０２０オリンピック・パラリンピック
競技大会やウポポイの開設など、国全体がダ
イナミックに変化するタイミングとなります。
　人口減少や少子高齢化などが見込まれるな
か、地域経済を活性化させ、誰一人取り残さ
ない社会を実現するためには、地方自治体の
果たすべき役割が大変重要であると認識して
います。
　子どもや女性、高齢者、障がい者、外国人
など、多様な人材が最大限に能力を発揮し、
活躍できる多様性のある社会の実現に向けて、
記念すべき市制施行50周年を『緒（いとぐ
ち）』に、これまで以上に地域全体のネット
ワークを強固なものとし、新たなまちづくり
人材を育成することで、50年後の市制施行
100周年を見据え、子どもたちや孫たちに、
素晴らしい登別を残していけるよう、市民や
企業・団体など、多くの主体と連携・協働し
ながら、魅力あるまちづくりを進めていきま
す。

※�令和２年市政執行方針を要約・抜粋しまし
た。

登別市長登別市長

小小
おお

笠笠
がさがさ

原原
わらわら

  春春
はるはる

一一
いちいち
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湯のまち、youのまち、登別。

たな視点で、だれもが快適に安心して暮らせるまちづくり
たなニーズに対応し、活力に満ちた魅力的なまちづくり新

市制施行50周年

たな時代に向け、力強く進み続けるまちづくり

　
８
月
１
日
㈯
に
、
市
民
会
館
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
や
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
々
、
ま
た
姉
妹
都
市
や
近
隣
市
町
か

ら
も
多
く
の
関
係
者
を
招
き
、
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
日
に
は
、
川
上
公
園
を
会
場
に
、

『
第
２
回
の
ぼ
り
べ
つ
元
鬼
ま
つ
り
』

や
『
市
制
施
行
50
周
年
記
念
市
民
花
火

大
会
』
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
公
募

し
た
『
ロ
ゴ
マ
ー
ク
』
や
『
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
』
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
『
婚
姻
届
』
と
『
出
生
届
』
、
『
原

動
機
付
自
転
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
』
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
中
学
校
や
高
校
、
日
本
工
学

院
北
海
道
専
門
学
校
に
通
う
学
生
の
皆

さ
ん
の
投
票
に
よ
り
決
定
し
た
『
ロ
ゴ

マ
ー
ク
』
は
、
市
制
施
行
50
周
年
以
降

も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　
『
の
ぼ
り
べ
つ
景
観
・
み
ど
り
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
開
催
す
る
ほ
か
、

緑
陽
中
学
校
付
近
の
富
岸
川
沿
い
に
、

桜
の
植
樹
な
ど
を
行
い
、
新
た
な
市
民

の
憩
い
の
場
の
創
生
を
目
指
し
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、
地

域
防
災
力
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
た

め
、
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
た
防

災
研
修
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
冬
期
間

に
お
け
る
避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練

を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
登
別
市
連
合
町
内
会
が
主
体

的
に
取
り
組
む
、
全
市
一
斉
市
民
災
害

避
難
訓
練
を
支
援
し
ま
す
。

　
利
用
者
や
事
業
者
、
行
政
機
関
な
ど

で
組
織
す
る
登
別
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
の
議
論
を
進
め
、
本
市

　
令
和
３
年
度
を
目
途
に
見
直
し
を
進

め
て
い
る
『
登
別
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
』
に
つ
い
て
原
案
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、
居
住
機
能
や
医
療
・

福
祉
、
商
業
、
公
共
施
設
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
都
市
機
能
を
誘
導
し
、
市
街
地

の
集
約
化
を
図
る
た
め
、
『
立
地
適
正

化
計
画
』
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
３
月
か
ら
供
用
を
開
始
す
る
千
代
の

台
団
地
１
号
棟
32
戸
に
引
き
続
き
、
１

号
棟
24
戸
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
２

号
棟
か
ら
４
号
棟
並
び
に
団
地
集
会
所

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

に
お
け
る
公
共
交
通
の
課
題
を
整
理
し
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
『
登
別
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
』
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

　
近
隣
自
治
体
で
災
害
が
発
生
し
た
際

に
備
え
、
『
後
方
支
援
計
画
』
の
策
定

を
進
め
る
ほ
か
、
大
規
模
な
災
害
な
ど

で
、
行
政
機
能
と
市
民
生
活
の
重
要
な

機
能
が
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
わ
な

い
強
さ
と
、
迅
速
に
復
旧
す
る
し
な
や

か
さ
を
も
っ
た
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、

『
登
別
市
強
靱
化
計
画
』
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
企
業
な
ど
が
災
害
時
に

お
い
て
も
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

登
別
商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携
し
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
な
ど
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
登
別
青
嶺
高
等
学
校
と
の
『
缶
壁

ア
ー
ト
』
や
北
海
道
登
別
明
日
中
等
教

育
学
校
と
の
『
期
間
限
定
の
道
の
駅
』

な
ど
、
市
民
実
行
委
員
会
と
連
携
し
た

記
念
事
業
に
よ
り
、
地
域
と
学
校
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
、
50
周
年
が
若
い
世

代
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
に
は
、
市
民
実
行
委
員
会

主
催
で
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ

ス
キ
ー
場
を
会
場
に
、
市
内
外
か
ら
参

加
者
を
受
け
入
れ
る
『
市
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
』
を
開
催
す
る
ほ
か
、
８
月
ま
で

に
は
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
の
協
力
で

『
市
制
施
行
50
周
年
記
念
切
手
シ
ー
ト
』

を
発
行
、
10
月
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の

職
業
体
験
と
、
市
内
企
業
の
魅
力
発
信

を
目
的
に
、
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
の
協
力
を
受
け
、

『
の
ぼ
り
べ
つ
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
』
を
開

催
し
ま
す
。

記
念
式
典

ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
決
定

登
別
の
魅
力
発
信

各
種
防
災
訓
練

公
共
交
通

登
別
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し

市
営
住
宅
の
整
備

各
種
防
災
計
画
の
策
定

市
民
実
行
委
員
会
と

連
携
し
た
記
念
事
業

▲�多くの市民参加のもと、行った避
難所開設訓練（令和元年７月）

▶�

登
別
の
夏
を
彩
る
登

別
青
嶺
高
等
学
校
の

『
缶
壁
ア
ー
ト
』

◀�冬とは違
う表情を
見せる夏
のカルル
ス温泉サ
ンライバ
スキー場
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施
設
全
体
を
点
検
・
調
査
の
う
え
、

よ
り
効
率
的
に
施
設
管
理
を
行
え
る
よ

う
、
『
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
』

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な
人

口
減
少
を
見
据
え
、
登
別
市
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　
登
別
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ

き
、
老
朽
化
し
た
登
別
温
泉
浄
水
場
の

建
て
替
え
を
進
め
る
ほ
か
、
若
草
第
１

配
水
池
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

　
幌
別
東
小
学
校
及
び
幌
別
中
学
校
校

舎
の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
、
全
て

の
学
校
の
耐
震
化
を
完
了
さ
せ
、
引
き

続
き
、
登
別
市
教
育
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

　
消
防
署
東
支
署
は
、
５
月
か
ら
外
構

工
事
を
行
い
、
10
月
の
供
用
開
始
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
、
消
防
本
部
・

本
署
と
鷲
別
支
署
を
統
合
し
た
消
防
本

報
発
信
拠
点
施
設
』
の
本
体
工
事
を
見

据
え
た
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
策
定
を
終
え
た
市
役
所

本
庁
舎
は
、
消
防
本
部
新
庁
舎
が
完
成

し
た
後
、
速
や
か
に
着
工
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

部
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施
し

て
い
る
基
本
設
計
を
も
と
に
、
実
施
設

計
と
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

も
必
要
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
、
市
役
所
本
庁
舎
な
ど
で
の

申
請
補
助
や
職
員
に
よ
る
出
張
申
請
受

付
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
普
及
促
進

を
図
り
ま
す
。

　
ご
み
関
連
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
周
知
を
徹
底
し
、
令
和
３
年
度
か

ら
の
施
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
手
数
料
改
定
を
機
に
、

改
め
て
各
家
庭
に
お
い
て
、
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
ご
み

袋
の
購
入
に
係
る
負
担
の
軽
減
や
施
設

を
建
て
替
え
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
の

費
用
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
週
６
回
の
ご
み
収
集
を
、
10

月
か
ら
は
週
５
回
に
集
約
し
ま
す
。

　
し
ん
た
21
内
に
、
『
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
新
設
し
、
保
健

師
や
助
産
師
な
ど
に
よ
る
相
談
受
付
や

　
４
月
か
ら
栄
町
保
育
所
と
幌
別
東
保

育
所
の
運
営
を
民
間
に
委
託
し
、
民
間

活
力
を
取
り
入
れ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
一
部

で
実
施
し
て
き
た
児
童
の
主
食
費
補
助

の
対
象
を
、
４
月
か
ら
は
幼
稚
園
な
ど

に
も
拡
大
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　
保
護
者
負
担
金
を
現
行
の
月
額
６
千

円
か
ら
月
額
３
千
900
円
に
見
直
し
す
る

と
と
も
に
、
同
時
入
所
す
る
２
人
目
以

降
の
保
護
者
負
担
金
を
月
額
２
千
円
と

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
預
け
や
す
い

環
境
を
整
え
、
保
護
者
が
安
心
し
て
働

　
地
域
全
体
で
支
え
あ
う
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
『
登
別
市
地
域
福

祉
計
画
』
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

け
る
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
登
別
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議

会
や
各
関
係
団
体
と
協
議
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
『
第
３
期
登
別
市
障
が
い
者
支

援
計
画
』
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
『
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
運
動
教
室
』
を

新
た
に
開
始
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
重
症
化
予
防
を
図
る
ほ
か
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
を
対
象
に

歯
科
健
診
を
実
施
し
、
口
腔
機
能
の
維

持
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
糖
尿
病
の

方
に
は
、
人
工
透
析
治
療
な
ど
が
必
要

な
段
階
へ
の
移
行
を
防
止
す
る
た
め
、

保
健
師
や
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
『
介
護
予
防
の
た
め
の
地
域
ケ
ア
個

別
会
議
』
を
実
施
し
、
要
支
援
者
な
ど

の
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
向
け
た

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
と
プ
ラ
ン
に
即
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

必
要
に
応
じ
た
支
援

プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
切
れ
目
の
な

い
支
援
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

下
水
道
事
業

水
道
事
業

学
校
施
設
の
耐
震
化

消
防
体
制
の
強
化

市
役
所
本
庁
舎

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進

ご
み
処
理
体
制

切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
強
化

市
立
保
育
所

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

地
域
福
祉

障
が
い
福
祉

疾
病
予
防

介
護
予
防

たな時代に向け、力強く進み続けるまちづくり
たなニーズに対応し、活力に満ちた魅力的なまちづくり新 たな視点で、だれもが快適に安心して暮らせるまちづくり

ス�トックマネジメント計画…長期的な視点で施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、優先順位付けを行っ
たうえで、施設の点検・調査、修繕・改善などにより、施設全体を最適化することを目的とした計画

▲�外観を現した消
防署東支署（中
登別町）

しんた21
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４
月
１
日
か
ら
引
き
上
げ
る
宿
泊
に

か
か
る
入
湯
税
率
の
引
き
上
げ
分
を
観

光
開
発
基
金
に
積
み
立
て
、
当
面
は
Ｊ

Ｒ
登
別
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置

を
最
優
先
と
し
て
、
引
き
続
き
、
北
海

道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
と
費
用
負
担
や

実
施
時
期
な
ど
、
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
安
全
性
や
利
便
性
の
高
い
Ｊ
Ｒ
登
別

駅
前
広
場
の
整
備
に
向
け
て
、
令
和
２

年
度
中
の
都
市
計
画
変
更
に
向
け
て
事

務
を
進
め
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
周
辺

の
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出
や
、
広
域
的

な
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の

強
化
に
加
え
、
ア
イ
ヌ
文
化
な
ど
の
情

報
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
『
（
仮
称
）
登
別
市
情

　
登
別
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
商
店

街
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
商
店
会
な
ど

が
実
施
す
る
、
地
域
性
を
生
か
し
た
事

業
や
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
創
業
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
創
業

支
援
事
業
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
登

別
商
工
会
議
所
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
事
業
所
開
設
費
補
助
金
や

空
き
店
舗
活
用
事
業
補
助
金
の
交
付
に

よ
り
創
業
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
新
た

な
創
業
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

報
発
信
拠
点
施
設
』
の
本
体
工
事
を
見

据
え
た
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　
全
国
の
食
糧
生
産
基
盤
と
し
て
の
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
事
業
者
に
対
し
、

必
要
な
支
援
を
行
う
ほ
か
、
豊
富
な
一

　
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
が
一
度
に
味

わ
え
る
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
ま
る
し
ぇ
』

の
開
催
や
、
推
奨
品
を
活
用
し
た
ア
レ

ン
ジ
レ
シ
ピ
集
を
作
成
、
販
路
拡
大
に

向
け
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
に

つ
い
て
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
『
登
別
市
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計

画
』
に
基
づ
き
、
国
の
ア
イ
ヌ
政
策
推

進
交
付
金
を
活
用
し
て
、
登
別
温
泉
地

区
と
ウ
ポ
ポ
イ
を
結
ぶ
都
市
間
高
速
バ

ス
路
線
の
開
設
や
本
市
に
お
け
る
ア
イ

ヌ
文
化
の
理
解
促
進
や
認
知
度
向
上
に

資
す
る
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

次
産
品
を
最
大
限
に
活
用
し
、
学
校
給

食
や
市
内
の
飲
食
店
で
の
提
供
な
ど
、

地
元
で
の
消
費
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
ま
す
。

　
登
別
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
海

外
で
先
住
民
文
化
や
歴
史
に
興
味
関
心

が
高
い
と
さ
れ
る
欧
米
の
学
校
の
ほ
か
、

東
北
地
方
の
中
学
校
や
首
都
圏
以
西
の

高
等
学
校
の
教
育
旅
行
に
つ
い
て
誘
致

す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
国
内
外
か
ら

の
誘
客
と
観
光
客
の
滞
在
時
間
の
延
長

を
目
指
し
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
選
手
と
の
交
流
や
市

内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
安

　
市
内
中
学
生
や
登
別
ア
イ
ヌ
協
会
の

関
係
者
な
ど
を
、
友
好
都
市
で
あ
る
サ

イ
パ
ン
市
に
派
遣
し
、
先
住
民
文
化
の

尊
重
や
共
存
の
様
子
を
学
ぶ
こ
と
で
、

本
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
社
会
づ
く

り
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

全
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
『
共
生
社
会

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
』
へ
の
登
録
を
目
指
し

ま
す
。

　
登
別
市
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
共
施
設
な
ど
に
応
援
ブ
ー
ス
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
の
実
施
に
向
け
て
調
整
し
ま
す
。

　
ま
た
、
四
五
都
市
連
絡
協
議
会
を
形

成
す
る
東
京
都
福ふ

っ
さ生
市
、
滋
賀
県
守も

り

山や
ま

市
と
三
市
合
同
で
、
市
内
の
小
学
生
を

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
陸
上
競
技
観
戦
に

派
遣
し
、
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
深
く

刻
ま
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置

Ｊ
Ｒ
登
別
駅
周
辺
の
整
備

市
内
経
済
の
活
性
化

農
業
の
振
興

登
別
ブ
ラ
ン
ド

ア
イ
ヌ
政
策
の
推
進

ウ
ポ
ポ
イ
開
設
を

生
か
し
た
取
り
組
み

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

開
催
を
生
か
し
た
取
り
組
み

多
文
化
共
生
の
推
進

たな時代に向け、力強く進み続けるまちづくり
たな視点で、だれもが快適に安心して暮らせるまちづくり新 たなニーズに対応し、活力に満ちた魅力的なまちづくり

共�生社会ホストタウン…共生社会の実現のため、パラリンピアンとの交流をきっかけに、ユニバーサルデザイン
のまちづくりや心のバリアフリーの取り組みを実施するホストタウン

▲�駐車場に多くの車が並ぶＪＲ登別駅前
広場

▲�アイヌ文化の振興や普及、啓発に
取り組むシンボルとして市民会館
に設置されたアイヌ文様タペスト
リー
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令和２年教育行政執行方針
　令和の時代を迎えた今、我が国では、生
産年齢人口の減少やグローバル化の進展、
Ｓ
ソ サ エ テ ィ

ｏｃｉｅｔｙ５．０の到来といった社会
の変化に伴い、教育を取り巻く環境が大き
な変化を見せています。
　こうした中、中央教育審議会では、新し
い時代の初等中等教育の在り方について諮
問を受け、これからの学びを支えるＩＣＴ
や先端技術の効果的な活用、義務教育９年
間を見通した教科担任制の在り方などにつ
いて、審議が進められています。
　市教育委員会としては、これらの動向を
見極めながら、令和２年４月から全面実施
となる新学習指導要領の着実な実施を図る
とともに、市民一人ひとりが生涯を通じて
積極的に学び、その成果を生かすことので
きる生涯学習社会の実現に努めます。

　将来にわたって輝き続けるまちの実現を
目指し、登別市教育大綱を基本として、ふ
るさとの教育資源を積極的に活用し、豊か
な個性や人間性をもつ人材の育成に全力で
取り組んでいきます。

※�令和２年教育行政執行方針を要約、抜粋
したものです。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

幼
保
・
小
・
中
連
携
、
小
中
一
貫
教
育

学
校
図
書
館

学
力
の
向
上

英
語
教
育

キ
ャ
リ
ア
教
育

　
登
別
青
嶺
高
等
学
校
や
北
海
道
登
別
明
日
中

等
教
育
学
校
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

と
連
携
し
、
職
場
訪
問
や
職
業
体
験
を
通
し
て

地
元
へ
の
愛
着
や
理
解
を
深
め
、
児
童
・
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

を
検
証
し
、
実
践
交
流
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
に
よ
る
『
幼
児
教
育
と

小
学
校
教
育
の
接
続
の
円
滑
化
モ
デ
ル
事
業
』

の
指
定
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
相
互
参
観

や
合
同
研
修
、
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
な
ど
を
効
果
的
に
反
映
さ
せ
、
引
き
続
き
事

業
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
中
学
校
区
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て

い
る
義
務
教
育
９
年
間
の
系
統
性
・
連
続
性
に

配
慮
し
た
創
意
あ
る
教
育
活
動
の
成
果
と
課
題

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
育
成
を
図
る
『
地
域
学
校
協
働
本

部
事
業
』
に
つ
い
て
、
よ
り
き
め
細
や
か
に
地

域
の
実
情
を
把
握
し
、
将
来
を
見
据
え
て
持
続

可
能
な
取
り
組
み
と
す
る
た
め
、
学
校
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
段
階
的
に
進
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動

の
一
体
的
な
推
進
に
よ
り
、
登
別
ら
し
い
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
英
語
学
習
に
対
す
る
関
心
・
意
欲
が
向
上
す

る
よ
う
、
小
学
校
４
年
生
全
員
の
英
検
ジ
ュ
ニ

ア
受
験
、
中
学
生
に
対
す
る
英
検
３
級
検
定
料

の
半
額
補
助
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外
国
語

指
導
助
手
の
活
用
や
環
境
整
備
に
努
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
素
地
・
基
礎
と
な
る
資
質
・

能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
が
連
携
し
た
取
り
組
み
や
児
童
・

生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む
図
書
委
員
会
の
活

動
な
ど
、
さ
ら
な
る
読
書
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
登
別
市
教
育
課
程
課
題
検
討
委
員
会
に
お
け

る
無
回
答
率
や
誤
答
の
実
態
把
握
、
分
析
結
果

を
活
用
し
、
個
に
応
じ
た
指
導
や
授
業
改
善
な

ど
、
各
学
校
に
お
け
る
教
育
実
践
の
充
実
が
図

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

登別市教育長登別市教育長

武武
たけたけ

田田
だだ

　　博博
ひろしひろし

▲�保育所や幼稚園などの先生と小学校の
先生が情報共有を図る『幼保・小実務
担当者会議（合同引継ぎ）』
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教
職
員
の
指
導
力
の
向
上

情
報
教
育

豊
か
な
心
の
育
成

体
力
の
向
上

安
全
教
育

不
登
校
・
い
じ
め
対
策

学
校
の
適
正
配
置

特
別
支
援
教
育

ふ
る
さ
と
教
育

家
庭
教
育
・
青
少
年
の
健
全
育
成

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

学
校
給
食

図
書
館

　
各
校
の
研
究
・
研
修
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
北
海
道
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
『
学

校
力
向
上
に
関
す
る
総
合
実
践
事
業
』
を
活
用

し
、
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任
制
の

在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
勤
務
時
間
の
管
理
や
業
務
の
効
率
化
、

部
活
動
指
導
員
の
配
置
を
進
め
る
な
ど
、
教
員

が
健
康
で
い
き
い
き
と
や
り
が
い
を
も
っ
て
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
学
習
の
基
盤
と
な
る
情
報
活
用
能
力
の
育
成

を
図
る
た
め
、
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
年
次
的
に
児
童
・
生
徒
一

人
１
台
の
端
末
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
ル
ー
ル
の
整
備
や
授
業
実
践
事

例
の
蓄
積
を
進
め
、
授
業
公
開
や
研
修
会
を
実

施
す
る
な
ど
、
教
員
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
授
業
力
向
上
の
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

　
市
の
豊
か
な
地
域
資
源
や
人
材
を
生
か
し
、

実
体
験
を
重
視
し
た
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な

ど
、
各
学
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
体
育
科
の
さ
ら
な
る
授
業
改
善
や
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
の
派
遣
を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
体

力
と
運
動
能
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
の
た
め
、
『
ノ
ー

ゲ
ー
ム
デ
ー
』
や
『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』

の
取
り
組
み
を
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

　
避
難
訓
練
や
一
日
防
災
学
校
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
指
導
や
防
犯
教
室
、
情
報
モ
ラ
ル
教
室
・

薬
物
乱
用
防
止
教
室
な
ど
、
児
童
・
生
徒
が
状

況
に
応
じ
て
適
切
に
判
断
し
、
行
動
す
る
力
を

身
に
付
け
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
、
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
学
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
教
員
の
生
徒
指
導
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
教
育
指
導
専
門
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
に
よ
る
相
談
、
適
応
指
導
教
室
に

お
け
る
登
校
支
援
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
不
登

校
解
消
と
い
じ
め
根
絶
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
は
登
別
中
学

校
区
に
お
い
て
意
見

交
換
の
機
会
を
設
け

る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
進
捗
状
況
を

踏
ま
え
、
『
登
別
市

学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
』
に
基
づ
き
、

取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
介
助
員
や
学
習
支
援
員
を
適

切
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
義
務

教
育
９
年
間
の
連
続
性
を
配
慮
し
、
き
め
細
や

か
な
教
育
相
談
や
就
学
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
積
極
的
に
地

域
社
会
と
関
わ
る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
、
郷
土
の
歴
史
や

文
化
を
学
ぶ
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、

理
解
が
一
層
深
ま
る
よ
う
、
公
共
施
設
に
ア
イ

ヌ
文
様
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
展
示
す
る
と
と
も

に
、
郷
土
資
料
館
の
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
な
ど
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
対
す
る
興
味
・
関
心

が
高
ま
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
『
家
庭
教
育
学
級
』
を
開
設
し
、
保
護
者
を

対
象
と
し
た
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
や
活

動
支
援
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
家
庭
や
地
域

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
『
通
学
合
宿
』

や
『
放
課
後
子
ど
も
教
室
』
な
ど
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
集
団
の
中
で
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
地
域

社
会
の
中
で
の
び
の
び
と
健
や
か
に
成
長
す
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
の

も
と
、
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
や
街
頭
指
導
、

巡
回
指
導
な
ど
、
多
く
の
目
で
子
ど
も
を
見
守

る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
市
民
の
文
化
活
動

へ
の
参
加
や
芸
術
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大

会
の
開
催
な
ど
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の

歴
史
や
文
化
が
継
承

さ
れ
る
よ
う
、
市
民

意
識
の
醸
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
地
元
食
材
を
取
り
入
れ
た
献
立
づ
く
り
や
栄

養
教
諭
に
よ
る
食
育
指
導
を
通
し
て
食
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
衛
生
管
理
の
徹

底
を
図
る
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供

に
努
め
る
ほ
か
、
給
食
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
効
率
的
な
給
食
事
業
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
郷
土
資
料
の
収
集
と
デ
ジ
タ
ル
化
や
郷
土
史

関
連
講
座
の
開
催
、
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
文
献
収

集
の
ほ
か
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
ス
タ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
読
書
や
文
化
に

親
し
む
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲�市内小学生を対象に開催した
『2019北海道コンサドーレ札
幌サッカー教室in登別』

▲�令和元年度に実施した意見交換会
（西陵中学校区）
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市税
53.8億円

（＋2.2億円） 
24.6%

地方交付税
56.3億円

（－1.0億円） 
25.8%

国・道支出金
51.3億円

（－1.7億円）
　23.5%

歳入
218.3億円
（　）は対前年度

増減額

（－3億円）

市債　
15.4億円

（－7.1億円） 
7.0%

その他
13.5億円

（＋1.7億円） 
6.2%

その他
28.0億円

（＋2.9億円） 
12.8%

自主
財
源
37
・
5
％

依
存
財
源
62
・5％

375億2,460万円

 52億7,080万円

104億2,880万円

218億2,500万円

公営企業会計予算額

特別会計予算額

一般会計予算額

全会計全会計

市税　�市民税や固定資産
税などのお金　

その他　�公共施設の使用
料やサービスの
手数料など

地方交付税　�人口や市税収入などに応じて国から交付される
お金

国・道支出金　�特定の事業に対し国や北海道から交付される
お金

市債　国や銀行から借り入れるお金
その他　地方消費税交付金など

　令和２年度の市の当初予算は、『令和２年第１回定例会』
で議決され、成立しました。
　今号では、令和２年度当初予算の概要をお知らせします。
※�グラフについては、単位未満を四捨五入しているため、
合計と内訳の計が一致しない場合があります。

自
主
財
源

依
存
財
源

　
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
財
源
に
、
福
祉

や
教
育
、
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
、
市
の
基
本

的
な
事
業
を
行
う
の
が
『
一
般
会
計
』
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
児

童
福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
関
係
の
給
付
費
な
ど

が
３
億
400
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

な
ど
の
基
金
（
貯
金
）
へ
の
積
立
金
が
３
億
３

千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
公
共
施
設
な
ど
の
建
設
や
道
路
の

整
備
な
ど
に
使
う
費
用
が
11
億
４
千
500
万
円
減

少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
合
計
で
218
億
２
千
500

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
の
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
国
や
道
か
ら
交

付
さ
れ
る
『
地
方
交
付
税
』
（
25
・
８
㌫
）
と

『
国
・
道
支
出
金
』
（
23
・
５
㌫
）
で
収
入
の

約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
財
政
運
営
上
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
の
割
合

が
高
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
に
お
い
て
は
24
・
6
％
と
、
地
方
交
付
税
よ

り
も
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
地
方
交
付
税
や
特
定

の
事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
国
・
道
支
出
金

が
減
少
し
た
ほ
か
、
千
代
の
台
団
地
の
建
て
替

え
や
登
別
支
署
と
登
別
温
泉
支
署
を
統
合
し
た

消
防
署
東
支
署
の
建
設
工
事
費
減
少
に
伴
い
建

設
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
借
り
入
れ
る
市
債
が

減
少
し
ま
し
た
。

　
市
の
一
般
会
計
の
歳
出
は
、
医
療
や
福
祉
に

使
う
『
民
生
費
』
が
38
・
２
㌫
、
借
金
を
返
済

問い合わせ　財政グループ（☎�１３３１）

令和２年度登別市の 当初予算
お 金 の 使 い 方

一般会計の歳入

一
般
会
計
の
概
要
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公債費
24.3億円

（＋0.2億円） 
11.1%

民生費　
83.4億円

（＋3.3億円） 
38.2%

総務費
16.6億円

  （＋5.3億円）
7.6%

土木費
21.3億円

　（－8.4億円） 
9.8%

教育費
12.2億円

（＋0.3億円） 
5.6%

その他
25.5億円

（－1.3億円）
11.7%

給与費
34.9億円

（－2.4億円）
16.0%

歳出
218.3億円
（－3億円）
（　）は対前年度

増減額

▶ 令和元年度から
２億9,500万円の
減額（一般会計）

▼

令和元年度の一般会計当初予算
221億2,000万円

令和２年度の一般会計当初予算
218億2,500万円

令和２年度の一般会計予算では
２億2,000万円の基金（貯金）
を取り崩して予算を編成
　218億2,500万円の支出に対して、収入は216
億500万円の見込みとなったため、２億2,000万
円の財源不足が生じたことから、基金を取り崩
して対応し、予算を編成しました。
　皆さんの家庭と同じく、市の財政も一定の蓄
えが必要です
ので、できる
だけ基金残高
を確保し、将
来にわたって
安定的な財政
運営が図られ
るよう、引き
続き、収入の
増加や支出の
節約に努めて
いきます。

総務費
　市の全般的な管理などに使うお金
民生費
　高齢者や子どもなどの福祉に使うお金
土木費
　�道路や市営住宅などの整備や維持管理に使うお金

教育費
　�児童・生徒の教育、学校の整備や運営などに使う
お金　　　

公債費
　借金を返済するためのお金
給与費
　職員に給料や手当などを支払うためのお金

す
る
た
め
の
『
公
債
費
』
が
11
・
１
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
『
総
務
費
』
は
、
市
制
施
行
50

周
年
記
念
に
関
す
る
事
業
費
や
ふ
る
さ
と
納
税

に
関
す
る
経
費
な
ど
に
よ
り
、
５
・
３
億
円
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
『
土
木
費
』
は
、
千
代
の
台
団
地
の

建
替
事
業
費
や
道
道
上
登
別
室
蘭
線
東
通
の
改

良
に
係
る
受
託
事
業
費
な
ど
に
よ
り
、
８
・
４

億
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
、
使
途
が

決
ま
っ
た
収
入
（
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）
で

特
定
の
事
業
を
行
う
の
が
『
特
別
会
計
』
で
、

市
に
は
、
国
民
健
康
保
険
、
学
校
給
食
事
業
、

介
護
保
険
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
５
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
特
別
会
計
当
初
予
算
の
合
計

は
104
億
２
千
880
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
民
間
企
業
と
同
様
に
、
独
立
採
算
を
原
則
と

し
て
事
業
を
行
う
の
が
『
公
営
企
業
会
計
』
で

す
。

　
市
に
は
、
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
、
簡
易

水
道
事
業
の
３
つ
の
会
計
が
あ
り
、
令
和
２
年

度
の
公
営
企
業
会
計
当
初
予
算
の
合
計
は
52
億

７
千
80
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計の歳出

特
別
会
計
の
概
要

公
営
企
業
会
計
の
概
要

0 3 6 9

財政調整
基金
2.5
減債基金
0.1

減債基金
0.1

北海道市町村
備荒資金組合
の超過納付金

2.5

財政調整
基金
2.5

北海道市町村
備荒資金組合
の超過納付金

4.7

基金から
取り崩す
予定の
2.2億円

令和
２年度

令和
元年度

合計5.1億円

合計7.3億円
（億円）

▲�市の基金（貯金）残額の前年度比較
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令和２年度
登別市の

当 初 予 算
お 金 の 使 い 方

お金の使い方



市制施行50周年記念関連事業
　3,566万円

消防本部と消防支署の建設
　３億4,513万円

登別市強靭化計画の策定
　539万円

空家等対策の実施
　574万円

都市計画マスタープランの見
直しと立地適正化計画の策定
　1,534万円地域公共交通のあり方に関する経費

　606万円

小中学校校舎の耐震化・改修�２億8,315万円

市営住宅の建て替え・改修� ２億514万円

●新たな時代に向け、力強く進み続けるまちづくり

　８月１日に市制施行50周年を迎
えることから、市制施行50周年記
念事業市民実行委員会と連携しな
がら、さまざまな分野の記念事業を実施します。

　消防本部・本署と鷲別支署を統合した消防本部新
庁舎の建設に向け、用地買収や実施設計を行います。

　また、登別温泉支署と
登別支署を統合した消防
東支署の外構工事などを
行い、10月の供用開始に
向けた取り組みを行いま
す。

　あらゆる大規模災害などを想定しなが
ら、人命の保護を最大限に図り、被害を
最小限に留めるための取組の方向性や内
容をとりまとめた登別市強靭化計画を策
定します。

　特定空家等の除却や空き家リフォーム
工事に対する補助に加え、新たに空き家
等を除却し、新築する場合に除却工事費
の一部を補助する制度を新設し、空き家
等の解消促進を図ります。

　人口減少や少子高齢化の進展といった
社会情勢などに対応できるまちづくりを
推進するため、都市計画に関する基本的
な方針となる登別市都市計画マスタープ
ランの見直しを進めます。
　また、将来的な人口構成を見据えたコ
ンパクトな
まちづくり
を推進する
ため、登別
市立地適正
化計画の策
定を行いま
す。

　登別市地域公共交通活性化協議
会を通して、地域公共交通に関す
る課題の解決に向けた協議を行い、
将来を見据えた公共交通のあり方
を検討するほか、登別市内の観光
地やJR登別駅を利用する観光客
の移動の円滑化、高齢者をはじめ
とした交通弱者のための公共交通
の方向性について調査を行います。

令和２年度登別市の お金の使い方
　令和２年度は、市制施行50周年をはじめとしたさ　令和２年度は、市制施行50周年をはじめとしたさ
まざまなきっかけを生かし、次代への『いとぐち』まざまなきっかけを生かし、次代への『いとぐち』
となるよう、市民の皆さんのニーズを踏まえ、３つとなるよう、市民の皆さんのニーズを踏まえ、３つ
のキーワードに沿って予算編成を行いました。のキーワードに沿って予算編成を行いました。
　ここでは、主な事業について、キーワード別に紹　ここでは、主な事業について、キーワード別に紹
介します。介します。

当 初 予 算

新規

拡大

拡大

総合体育館

至若草町

至幌別町
登別青嶺高校

消防本部新庁舎
建設予定地

★

▶�

多
く
の
市
民
と
議
論
を

深
め
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

10 ２０２０．４月号 � 令和２年度登別市のお金の使い方



多文化共生の推進
　481万円

子育て世代包括支援センターの整備
　304万円

保育所の運営委託
　３億2,406万円

からだスッキリ運動教室の実施
　11万円

後期高齢者の歯科健診の実施
　170万円

登別ブランドの推進
　200万円

（仮称）登別市情報発信拠点施設の整備
　3,703万円

小学校体育授業や中学校部活動へ
の指導体制の支援
　409万円

放課後運動教室の実施
　44万円

登別温泉～ウポポイの
都市間高速バス運行への支援
　792万円

登別温泉バスシェルターの取り組み
　242万円

広域観光ルートの周遊促進� 250万円

●新たなニーズに対応し、活力に満ちた魅力的なまちづくり

●新たな視点で、だれもが快適に安心して暮らせるまちづくり

　市内の中学生や登別アイヌ協会の関係者な
どを友好都市であるサイパン市へ派遣し、現
地での交流や日本とは異なる生活・文化の体

験を通じ、生徒の豊か
な人間性と広い視野を
育むとともに、本市の
多文化共生社会の実現
に向けた人材の育成を
図ります。

　しんた21内に、妊娠・出産・子育てに関する各種
相談に応じ、必要に応じて支援プランの策定を行う
子育て世代包括支援センターを開設します。

　４月から、幌別東保育所と栄町保育所
の運営を民間委託することにより、独自
の教育や行事の実施など、保育サービス
の向上を図ります。

　将来的に生活習慣病の発症リスクが高く、運動す
る機会が少ない市民を対象に、自宅で継続して取り
組める筋力トレーニングやヨガなどの運動教室を実
施します。

　北海道後期高齢者医療広域連合から委託を受け、
後期高齢者医療制度の被保険者に歯科健診を実施し、
口腔機能の維持や向上を図ります。

　登別ブランド推奨品の認定やご当地グルメの
ＰRなど、市内の特産品のブランド化や認知度
向上、販売促進などに取り組む登別ブランド推
進協議会の活動を引き続き支援します。

　JR登別駅前に、観光情報やアイヌ文化の紹介
機能、地域コミュニティ機能、支所機能などを有
した情報発信拠点施設を整備する
ため、実施設計を行います。

　市内小学校にスポーツ指導員を派遣し、体
育の指導体制の充実や体力づくりの推進を図
ります。また、市内中学校に部活動指導員の
配置を進め、顧問の負担軽減と指導の充実を
図ります。

　放課後に市内小学校で地域の方も参加でき
る運動教室を開催し、保護者や地域全体が運
動への理解を深め、子どもたちがより運動に
親しみやすい環境を整えます。

　市がリースしたバスを貸与し、登別温泉地区と
ウポポイを結ぶバス路線の運行を支援します。

　登別温泉町の『第一滝本前』 バス停にバス
シェルターを設置するため、実施設計を行いま
す。

　登別市・札幌市・函館市の3市を基軸とした広域観光ルート『北海道ドラマ
ティックロード』について、圏域の事業者や団体、交通事業者などと連携しなが
ら、情報発信・プロモーション活動を展開し、周遊型観光を推進していきます。

新規

拡大

新規

新規

新規

新規

外観イメージ

栄町保育所

幌別東保育所

11  ２０２０．４月号  令和２年度登別市のお金の使い方

お 金 の 使 い 方

令和２年度
登別市の

お金の使い方
当 初 予 算



屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

　
２
月
20
日
㈭
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
、
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明

書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
『
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
』
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
早
朝
や
夜
間
（
６
時
30
分
～
23
時
）
な
ど
、

市
役
所
や
各
支
所
の
開
庁
時
間
外
で
も
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
、
証
明
書
交
付
の
手
続
き
が
可
能
で
す

（
利
用
で
き
る
時
間
は
、
各
店
舗
の
営
業
時
間
に
よ
り
ま
す
）
。

　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
画
面
表
示
に
従
っ
て
、
住
民
票
の
写
し

や
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
課
税
証

明
書
な
ど
の
交
付
を
簡
単
に
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
市
内
で
は
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
の
ほ
か
、
イ
オ
ン
登
別
店
で
利
用

で
き
ま
す
。

コンビニ交付サービス開始コンビニ交付サービス開始

もっと便利に、
簡単に

2
� 20

『コンビニ交付サービス』の利用に
マイナンバーカードが必要です

　コンビニ交付のご利用を考えている方で、まだ
マイナンバーカードをお持ちでない方は、市民
サービスグループまたは各支所に問い合わせくだ
さい。
　市は、市民サービスグループ（市役所１階１番
窓口）や各支所で、マイナンバーカードの申請支
援を行っています。少人数のサークル活動などの
場に伺い申請支援をする『出張受付』も行ってい
ますので、ご活用ください（個人宅への出張受付
はできません）。
▶問い合わせ　市民サービスグループ
� （☎�１８５５）

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
86
回

　
４
月
に
入
り
、
気
温
が
上
が
る
に
つ
れ

て
、
冬
の
間
に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
次
第

に
解
け
て
い
き
ま
す
。
雨
が
降
る
と
、
さ

ら
に
雪
解
け
の
ス
ピ
ー
ド
が
増
し
、
大
量

の
雪
解
け
水
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

住
家
へ
の
浸
水
や
が
け
崩
れ
の
危
険
性
も

高
ま
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
３
月
に
は
、
前
線
を
伴
っ
た

低
気
圧
が
通
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
胆
振
・

日
高
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
道
内
各
地
で

記
録
的
な
大
雨
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
雨
に
よ
る
雪
解
け
が
進
み
、
道
路
の
冠

水
や
住
家
の
床
下
浸
水
、
河
川
の
増
水
に

よ
る
氾
ら
ん
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
ほ

　
気
象
庁
で
は
、
気
温
の
上
昇
や
大
雨
な

ど
に
伴
っ
て
雪
解
け
が
進
み
、
浸
水
や
が

け
崩
れ
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
を
『
融
雪
害
』

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
災
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
き
に
『
融
雪
注
意
報
』
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
雨
や
雪
解
け
に
よ
り
河
川
が

増
水
し
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
き
に
は
、
『
洪
水
注
意
報
』
や
『
洪
水

警
報
』
を
発
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
速
や
か
に
避
難
行
動
に
移

れ
る
よ
う
、
こ
ま
め
に
気
象
庁
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
確
認
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
積
極
的

な
情
報
収
集
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

雪
解
け
に
よ
る
被
害
に
ご
注
意
を

雪
解
け
に
よ
る
被
害
に
ご
注
意
を

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
３
０
）

か
、
電
車
の
運
休
や
国
道
・
道
道
の
通
行

止
め
な
ど
、
交
通
機
関
に
乱
れ
が
生
じ
ま

し
た
。

　
こ
の
時
期
の
大
雨
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

急
速
な
雪
解
け
は
、
災
害
を
発
生
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

気
象
情
報
を
こ
ま
め
に
確
認

▶�

住
民
票
の
写
し
を
取
得
し
た
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
登
別
若

草
町
店
）

12 ２０２０．４月号 � 防災メモ・東奔西走



　

２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
　

第
４
回
ぬ
く
も
り
あ
る
手
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
２
月
23
日
㈰
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
『
第
４

回
ぬ
く
も
り
あ
る
手
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
。
平
成
28
年
４
月
の
『
登
別
市
ぬ

く
も
り
あ
る
手
話
条
例
』
施
行
以
降
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
と
な
い
人
が
交
流
し
な
が
ら
、
言
語
の
一
つ
で
あ

る
『
手
話
』
に
気
軽
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
約
40
人
は
、
音
楽
に
合

わ
せ
て
歌
詞
を
伝
え
る
『
手
話
コ
ー
ラ
ス
』
を
行
っ

た
り
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
々
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
を
見
た
り
し
な
が
ら
、
手
話
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

手
話
で
交
わ
す
心

▲�参加者に簡単な手話を教える山田実行委員長

3/2～
3/11～

2
� 18

2
� 23

　
北
海
道
内
に
お
い
て
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
。
市
内
に
お
い
て
も
、
公
共
施
設
が
臨
時
休
館

と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期
と
な

る
な
か
、
小
・
中
学
校
の
臨
時
休
校
と
合
わ
せ
て
閉
所
と
し

て
い
た
市
内
７
カ
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
３
月
２
日
㈪

か
ら
、
開
所
し
ま
し
た
。
日
中
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
留

守
に
す
る
小
学
生
を
対
象
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る

同
ク
ラ
ブ
。
手
洗
い
や
消
毒
な
ど
、
普
段
よ
り
も
感
染
症
対

策
が
徹
底
さ
れ
る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
は
突
然
の
休
校
以
来

久
し
ぶ
り
に
過
ご
す
友
だ
ち
と
の
時
間
に
、
元
気
な
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
鷲
別
児
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
山や

ま

田だ

悠ゆ
う

生き

さ

ん
（
鷲
別
小
）
は
、
「
友
だ
ち
と
広
い
遊
戯
室
で
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
３
月
11
日
㈬
か
ら
は
、
市
内
小
・
中
学
校
に
お
い

て
は
『
分
散
登
校
』
を
実
施
。
学
年
ご
と
に
登
校
時
間
を
ず

ら
し
、
児
童
同
士
の
距
離
が
一
定
程
度
保
て
る
よ
う
体
育
館

に
登
校
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
先
生
か
ら
自
宅
な
ど
で
取
り

組
む
感
染
予
防
や
休
校
期
間
中
の
課
題
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、

普
段
ど
お
り
の
学
校
生
活
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

放課後児童クラブ再開・放課後児童クラブ再開・
市内小中学校の分散登校市内小中学校の分散登校

マスク越しにあふれる笑顔

　
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、
２
月
18
日
㈫
、
先
に

開
催
し
た
審
査
会
の
結
果
を
も
と
に
協
議
を
行
い
、
令
和

元
年
度
の
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
を
新
た
に
一
品
認
定
し

ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
株
式
会
社
伊
奈
不
動
産
の
『
の
ぼ

り
べ
つ
エ
ゾ
シ
カ
味
噌
煮
た
け
の
こ
入
り
』
は
、
エ
ゾ
シ

カ
肉
や
た
け
の
こ
、
し
ら
た
き
な
ど
を
み
そ
味
で
す
き
焼

き
風
に
仕
上
げ
た
缶
詰
で
、
の
ぼ
り
べ
つ
エ
ゾ
シ
カ
缶
詰

シ
リ
ー
ズ
の
第
４
弾
で
す
。
ま
た
、
認
定
期
間
の
３
年
を

経
過
す
る
５
商
品
に
つ
い
て
も
厳
正
な
審
査
の
結
果
再
認

定
し
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
は
計
34
品
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
同
協
議
会
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

至
極
の
一
品
、
ま
た
ひ
と
つ

▲�15人の審査員が参加した審査会
◀�令和元年度、新たに追加された『のぼりべ
つエゾシカ味噌煮たけのこ入り』

令
和
元
年
度
登
別
ブ
ラ
ン
ド
認
定

▲�体育館で間隔を空けて座り、先生の話を聞く子
どもたち（若草小学校）

▲�マスクをしながら、『まわり将棋』を楽しむ子
どもたち（青葉児童クラブ）
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

５月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�0200）
※土・日曜日、祝日を除く９時～1７時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
８
月
27
日
㈭
に
市
長
の
任
期
が
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お
り
市

長
選
挙
を
行
い
ま
す
。

選
挙
期
日
の
告
示
日
　
８
月
16
日
㈰

選�

挙
期
日
（
投
開
票
日
）
　
８
月
23

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
『
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
』

や
『
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
』
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
11
回
特

別
弔
慰
金
と
し
て
、
額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

※�
前
回
の
受
給
者
に
は
、
今
後
、
北

海
道
か
ら
個
別
に
通
知
が
送
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

請
求
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

※�

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第
11
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
　
次
の
順
位
で
ご
遺
族
１
人

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
な
ど
の
子
ど
も

③�

戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
や
、
新
た

に
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
４
月
か

ら
『
仮
徴
収
』
を
行
い
ま
す
。

仮
徴
収
時
期
　
４
・
６
・
８
月

仮
徴
収
額
　

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
22
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

聞
き
逃
し
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
�
０
１

９
３
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

日
㈰

※�

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
日
程
に

つ
い
て
は
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
５

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
☎
�
９
１
４
３
）

④�

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

・・�

こ
れ
ま
で
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
た
方
…
２
月
の
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
た
保
険
料
（
税
）
額
と

同
じ
額

・・�

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方
…
令
和

元
年
度
の
保
険
料
（
税
）
を
元
に

算
出
し
た
暫
定
金
額

○
本
徴
収
に
つ
い
て
　

　
国
民
健
康
保
険
税
は
６
月
、
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
７
月
に
年
間
保
険
料
（
税
）
額
を

決
定
し
、
本
徴
収
時
期
で
あ
る
10
・

12
・
２
月
に
年
間
保
険
料
（
税
）
額

か
ら
仮
徴
収
額
を
除
い
た
額
を
天
引

き
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

登
別
市
長
選
挙
を
行
い
ま
す

戦
没
者
な
ど
の

ご
遺
族
の
方
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

令
和
２
年
度
保
険
料
（
税
）

『
仮
徴
収
』
の
お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

富岸町、美園
町１～３丁目

５月11日㈪～
５月16日㈯　

４月20日㈪～
５月１日㈮　

若草町３・４
丁目

５月18日㈪～
５月23日㈯　

５月７日㈭～
５月15日㈮　

新生町５・６
丁目、若草町
５・６丁目、
上鷲別町

５月25日㈪～
５月30日㈯　

５月11日㈪～
５月22日㈮　

※�家具やじゅうたんなどの粗大ごみは、電話で申
し込みの上、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』�を貼って出してください（１回につき
５品まで）。ごみ処理券は、指定ごみ袋の取り
扱い店で販売しています。

◇令和２年度の場合
12月28日㈪ 通常どおり開庁

12月29日㈫　　
～翌１月３日㈰ 年末年始の休日

１月４日㈪ 通常どおり開庁

市役所・市内公共施設
年末年始の休日が変わります

　市役所や市内公共施設の年末年
始の休日を、国や北海道と合わせ
るため、今年度から『12月29日か
ら翌１月３日まで』に変更します。
※�詳しくは、各施設に問い合わせ
ください。

▶問い合わせ　総務グループ
� （☎�１１３０）

�変更前�　�12月31日から翌１月５
日まで

�変更後�　�12月29日から翌１月３
日まで
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

※�内容については、３月16日㈪現在
の情報を掲載しています。



写真で語る昔の
　
４
月
は
、
転
入
・
転
出
届
や
各
種

証
明
書
の
申
請
で
、
大
変
な
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○�

毎
週
木
曜
日
は
19
時
ま
で
住
民
票

な
ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
す

場
所
　
市
役
所
１
階
１
番
窓
口

取�

扱
業
務
　
戸
籍
、
住
民
票
、
住
民

異
動
届
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

※�

業
務
に
よ
っ
て
、
対
応
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
４
月
19
日
㈰
８
時
～
９
時

※�

小
雨
決
行
。
大
雨
の
と
き
は
、
４

保
険
料
　
１
口
600
円

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保�

険
期
間
　
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

ま
で

保�
障
対
象
　
車
両
と
の
接
触
に
よ
る

け
が
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
で
の
転

倒
に
よ
る
け
が
な
ど

保
障
内
容
　
１
口
あ
た
り
次
の
金
額

　
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
、
ほ
か
の
土
地

や
家
屋
と
比
較
し
て
適
正
で
あ
る
か

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
『
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
』
を
縦

覧
で
き
ま
す
。

期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
５
月
29
日
㈮

場
所
　
税
務
グ
ル
ー
プ

対
象
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※�

本
人
や
法
人
の
代
表
者
以
外
の
方

が
縦
覧
す
る
と
き
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※�

縦
覧
に
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
や
納
税
通
知
書
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

※�

縦
覧
期
間
中
は
、
自
己
資
産
の
固

定
資
産
課
税
台
帳
も
無
料
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
５
５
）

○�

電
話
予
約
で
土
曜
日
に
証
明
書
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

予�

約
受
付
日
時
　
毎
週
金
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
そ
の
直
前
の
開
庁
日
）

９
時
～
17
時

受�

取
日
時
　
予
約
受
付
の
翌
土
曜
日

９
時
～
12
時

受
取
場
所
　
市
役
所
１
階
宿
直
室

予�

約
可
能
証
明
書
　
住
民
票
の
写
し

（
本
人
・
同
一
世
帯
の
も
の
）
、

印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
の
も
の
）

※�
予
約
す
る
と
き
は
、
印
鑑
登
録
証

を
ご
用
意
し
て
か
ら
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

○�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
各
種

証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
で
住
民
票
な
ど
の
各
種
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
民

サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
☎
�
１
８
５
５
）

月
26
日
㈰
に
延
期
。

清�

掃
場
所
　
公
園
や
道
路
、
河
川
敷

地
、
空
き
地
な
ど
の
公
共
の
場
所

※�

通
常
、
資
源
ご
み
に
分
別
す
る
、

び
ん
・
缶
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
や
せ
る
ご
み

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

町
内
会
な
ど
に
配
布
さ
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ご
み
袋
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

集�

積
場
所
　
９
時
ま
で
に
各
地
区
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※�

当
日
は
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

を
収
集
し
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご
み

は
、
各
地
区
の
収
集
日
に
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
連
合
町
内
会

事
務
局
（
市
民
協
働
Ｇ
内
・
☎
�

１
０
７
９
）

・・
死
亡
保
険
金
…
100
万
円

・・
通
院
保
険
金
…
５
千
円
～
12
万
円

申�

込
場
所
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ
（
市
役
所
１
階
２
番
窓
口
）
、

各
支
所

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

市
民
窓
口
を
利
用
す
る

方
へ
の
お
知
ら
せ

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

万
が
一
に
備
え
て
、

市
民
交
通
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

令
和
２
年
度

固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

第33回
▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

『登別町に改名』
－昭和36年４月1日－

▲�役場の看板を付け替える高
たか

田
だ

助役
（当時）

　
幌
別
町
が
『
登
別
町
』
と
改
名
し
た
の
は
昭

和
36
年
４
月
１
日
。

　
こ
の
こ
ろ
の
人
口
は
、
２
万
９
千
人
を
超
え
、

道
内
に
お
け
る
他
の
『
町
』
と
比
べ
て
非
常
に

多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
昭
和
35
年
11
月
、
ま
ち
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
、
全
国
有
数
の
温
泉

地
と
し
て
名
前
が
知
ら
れ
て
い
た

『
登
別
』
を
町
名
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が
町
議
会
に
出

さ
れ
ま
し
た
。
古
く
か
ら
の
地
名
で

あ
る
『
幌
別
』
へ
の
愛
着
か
ら
「
何

ら
か
の
か
た
ち
で
幌
別
の
名
前
を
残

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
要
望
も
あ
り

ま
し
た
が
、
公
聴
会
で
賛
成
派
が
多

数
を
占
め
、
昭
和
36
年
1
月
20
日
に

行
わ
れ
た
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、

『
登
別
町
』
へ
の
改
名
が
決
定
。

　
同
年
４
月
１
日
か
ら
『
登
別
』
と

な
っ
た
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
今
日
ま

で
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

▲�わしべつフラワーロー
ド36号の花植え
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造
か
ら
10
年
を
経
過
し
て
い
る
警
報

器
は
交
換
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

○�

不
用
意
に
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
『
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
機
能
』
を
活
用
し
ま
し

ょ
う

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
総
合
通
信
局

（
☎
011

－

709

－

２
３
１
１
・
内
線

４
７
０
４
）
、
社
会
教
育
Ｇ
（
☎

�
１
１
２
９
）

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
で
ト
ラ

ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
安
全
な
使
い
方
や
知
識
な

ど
を
親
子
で
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

○�

利
用
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、
家
庭

で
具
体
的
な
ル
ー
ル
を
作
り
、
適

切
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う

　
20
歳
に
な
る
と
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
学
生
に
は
、
申
請
に
よ

り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
る
『
学
生
納
付
特

例
制
度
』
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
申
請
を
せ
ず
未
納
の
ま
ま
に
し
て

い
る
と
、
事
故
や
病
気
で
重
い
障
が

い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対�

象
　
大
学
（
大
学
院
、
短
期
大
学

を
含
む
）
や
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

に
在
学
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定

以
下
の
方

※�

対
象
と
な
ら
な
い
学
校
も
あ
り
ま

す
。

申�

請
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
、

印
鑑
、
学
生
証
（
写
し
も
可
）
ま

た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

○�

令
和
元
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を

承
認
さ
れ
た
方
で
令
和
２
年
度
も

　
４
月
20
日
㈪
か
ら
30
日
㈭
ま
で
の

間
、
『
春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
』

を
実
施
し
ま
す
。

○�

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お

済
み
で
す
か

　
昨
年
、
市
内
で
は
計
９
件
の
火
災

が
発
生
し
、
被
害
総
額
は
約
607
万
円

で
し
た
。
自
分
や
家
族
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
早
期
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
、
定
期
的
に
本

体
の
清
掃
や
動
作
確
認
を
行
い
、
製

同
じ
学
校
に
在
学
す
る
方

　
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
よ
り

郵
送
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
申
請

書
（
は
が
き
）
』
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
返
送
す
る
こ
と
で
学
生
納
付

特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま
す

　
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
さ

せ
る
た
め
、
追
納
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
７
）

日�

時
　
４
月
23
日
㈭
10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

場
所
　
イ
オ
ン
登
別
店

問�
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん

た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

　
満
18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
さ
せ
る
場
合
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
『
学
生
納
付
特

例
制
度
』
を
ご
存
じ
で
す
か

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

～
ひ
と
つ
ず
つ

い
い
ね
！
で
確
認
　
火
の
用
心
～

安
全
安
心
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
す
る
た
め
に

～
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
～

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
令
和
２
年
度
分
の
市
・
道
民
税
の

申
告
期
限
を
４
月
16
日
㈭
ま
で
延
長

し
ま
す
。

受�

付
場
所
　
税
務
グ
ル
ー
プ
（
市
役

所
１
階
６
番
窓
口
）

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
の
申
告
期
限

に
つ
い
て
も
、
４
月
16
日
㈭
ま
で

延
長
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
場
所

は
室
蘭
税
務
署
と
な
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
室
蘭
税
務
署
（
☎
�
４

１
５
１
）

市
・
道
民
税
の
申
告
期
限
を

延
長
し
ま
す

パブリックコメントパブリックコメント（意見公募）の実施結果をお知らせします

案件名
「登別市本庁
舎建設基本計
画（案）」

「第２期登別
市まち・ひと
・しごと創生
総合戦略
（案）」

「第２期登別
市子ども・子
育て支援事業
計画（案）」

「登別市健康
増進計画（第
２期）健康の
ぼりべつ２１中
間評価（案）」

「登別市教育
施設長寿命化
計画（案）」

募集
期間 ２月14日㈮～３月16日㈪

意見数 28件 ０件 ０件 ０件 ０件

閲覧
場所

　市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた21、市立図書館、市立図
書館アーニス分館、市民活動センター、担当グループに備え付けるほか、市公
式ウェブサイトにも掲載しています。

問い
合わせ

総務グループ
（☎�１１３０）

企画調整
グループ

（☎�１１２２）

こども育成
グループ

（☎�５６３４）

健康推進
グループ

（☎�０１００）

教育部総務
グループ

（☎�１０９１）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
な
ど
は
、

自
動
車
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
事
故
の
原
因
と

　
カ
ラ
ス
が
巣
作
り
を
し
、
ひ
な
が

か
え
る
時
期
（
例
年
４
月
～
６
月
ご

ろ
）
を
迎
え
る
と
、
親
ガ
ラ
ス
が
凶

暴
に
な
り
、
通
行
人
な
ど
を
襲
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
巣
を
作
ら
れ
な
い
よ
う
、
庭
木
の

枝
の
剪
定
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
個
人
の
敷
地
内
で
巣
を
作

ら
れ
た
場
合
は
、
市
で
駆
除
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�
５
㍍
以
上
の
高
所
な
ど
は
、
駆
除

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

事
業
所
や
作
業
現
場
な
ど
の
巣
は
、

市
で
駆
除
し
ま
せ
ん
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
私
有
地
か
ら
張
り
出
し
て
い
る
樹

木
な
ど
は
、
土
地
所
有
者
の
方
に
所

有
権
が
あ
り
、
市
で
剪
定
や
伐
採
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
樹
木
が

原
因
で
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

所
有
者
の
方
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
動
車
や
歩

行
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
土
木
・
公
園
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
５
１
）

野
良
犬
と
見
な
し
捕
獲
し
ま
す
。

　
飼
い
犬
は
首
輪
や
鎖
、
係
留
杭
な

ど
に
必
ず
つ
な
ぐ
ほ
か
、
外
れ
る
恐

れ
が
な
い
か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

飼
い
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

き
は
、
室
蘭
警
察
署
や
室
蘭
保
健

所
、
市
で
保
護
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

学
習
会
を
実
施
し
た
と
き
に
、
市
が

講
師
謝
礼
金
（
１
回
５
千
円
～
１
万

円
）
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。

手
続
き
の
流
れ
　

①�

10
人
以
上
の
団
体
で
学
習
会
な
ど

を
企
画
（
団
体
会
員
の
３
分
の
２

以
上
が
登
別
市
民
で
あ
る
も
の
に

限
る
）

②�

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
２
週
間
前

ま
で
に
、
利
用
申
込
書
を
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
に
提
出

③�

講
座
終
了
後
、
２
週
間
以
内
に
実

施
報
告
書
（
写
真
２
枚
添
付
）
を

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
提
出

※�

利
用
申
込
書
は
、
市
民
会
館
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

　
犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
場
合
、

　
『
遺
跡
』
は
、
文
化
財
保
護
法
に

よ
り
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に

は
33
カ
所
の
遺
跡
が
あ
り
、
遺
跡
ま

た
は
そ
の
周
辺
で
土
木
工
事
、
住
宅

建
設
を
す
る
場
合
は
、
事
前
協
議
が

必
要
で
す
。

　
工
事
予
定
地
が
、
遺
跡
や
そ
の
周

辺
か
ど
う
か
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

　
市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
は
、
市
内

の
団
体
が
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
た

　
令
和
２
年
度
の
保
険
料
は
、
令
和

２
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
、

健
康
保
険
料
率
は
10
・
41
㌫
（
０
・

10
㌫
増
加
）
、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

79
㌫
（
０
・
06
㌫
増
加
）
と
な
り
ま

す
。

問�

い
合
わ
せ
　
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

（
☎
011

－

726

－

０
３
５
２
）

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木

な
ど
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

カ
ラ
ス
の
巣
作
り
に
ご
注
意
を

犬
を
飼
う
と
き
は
放
し
飼
い

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

遺
跡
の
保
護
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
制
度
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

『子ども環境家計簿』の結果をお知らせします
▶問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

地球環境にやさしく家計にもやさしい

？

▼『子ども環境家計簿』の取り組み結果
実施期間 取り組み児童数 二酸化炭素削減量 一人当たりの削減量

平成20年度～30年度 28,787人 312,439㌔㌘ 10.9㌔㌘
令和元年度 1,685人 15,144㌔㌘ 9.0㌔㌘

　二酸化炭素の排出を削減するため、市内の全小学校の児童を対象に、家庭でのエネル
ギー消費の節減を行ってもらう『子ども環境家計簿』の取り組みを、夏休みと冬休みの
期間に実施しています。これからも引き続きこの取り組みを行っていきますので、児童
やご家族の皆さんのご協力をお願いします。

児童一人当たりの削減量9.0㌔㌘ってどれくらいなのかな。

電気料金でいうと、一人当たり約359円節約できたことに
なるね。例えば、テレビ（32型）を見る時間を約133時間
減らしたのと同じくらいなんだ。令和元年度の取り組みで
は、全家庭合計で約60万円の節約ができたことになるよ。
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募
集
や

試
験
な
ど

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
方

任�

期
　
令
和
２
年
６
月
～
令
和
４
年

　
市
は
、
国
勢
調
査
員
と
し
て
、
調

査
業
務
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

任�

期
　
８
月
下
旬
～
10
月
下
旬
（
２

カ
月
間
）

応
募
期
限
　
５
月
15
日
㈮

応�
募
方
法
　
総
務
グ
ル
ー
プ
や
各
支

所
な
ど
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

　
７
月
５
日
㈰
に
実
施
を
予
定
し
て

い
る
『
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
'20
イ
ン

登
別
・
白
老
』
の
屋
外
特
設
会
場
で
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
出
店
を
希
望

す
る
個
人
・
法
人
・
任
意
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

募�

集
期
間
　
４
月
13
日
㈪
～
５
月
８

日
㈮

５
月
（
２
年
間
）

※�

年
数
回
、
登
別
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※�

同
委
員
会
な
ど
へ
の
出
席
に
応
じ

て
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
４
月
17
日
㈮

申�

し
込
み
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
や

総
合
体
育
館
、
市
民
プ
ー
ル
に
備

え
付
け
ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
に
持
参
、
郵
送
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
〒
059

－

０
０
１
４

富
士
町
７
丁
目
33
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

syakyou@
city.noboribetsu.

lg.jp

）
で
提
出

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

申�

し
込
み
　
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
グ

ル
ー
プ
（
〒
059

－

０
０
０
２
幸
町

２

－

５
）
に
郵
送
ま
た
は
持
参

※�

出
店
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

の
木
曜
日
13
時
15
分
～
16
時
30
分

※
期
間
中
に
全
11
回
開
催
。

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
方

※
手
話
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

内�

容
　
自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
、
日

常
会
話
な
ど
の
簡
単
な
手
話
表
現

を
学
ぶ

定
員
　
10
人
程
度
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　
３
千
300
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限
　
４
月
17
日
㈮

申�

し
込
み
　
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
グ
ル
ー
プ
に

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
（

050

－

３
７
３
０

－

８
２
３

０
、
Ｅ
メ
ー
ル
：welfare2@

cit�
y.noboribetsu.lg.jp

）
で
提
出

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
同
グ
ル
ー
プ
に
持
参
ま
た
は

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
〒
059

－

８
７

０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、
Ｅ
メ
ー

ル
：som

u@
city.noboribetsu.

lg.jp

）
で
提
出

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
市
は
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
参
加

の
促
進
な
ど
を
支
援
す
る
手
話
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日�

時
　
５
月
14
日
～
９
月
24
日
ま
で

日�

時
　
４
月
９
日
㈭
・
22
日
㈬
９
時

30
分

場
所
　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
60
歳
以
上
の
方

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
０
８
８
０
）

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、
ご
家
庭
で

余
っ
た
り
、
食
べ
き
れ
な
い
食
材
を

持
ち
寄
り
、
子
ど
も
食
堂
や
地
域
食

堂
、
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
付
し
、
食

品
ロ
ス
を
減
ら
す
取
り
組
み
で
す
。

○
食
材
の
持
ち
寄
り
拠
点

・・�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ゆ
め
み
～

る
（
幌
別
町
５
丁
目
18

－

１
・
☎

�
４
５
２
５
）

※�

生
鮮
食
品
な
ど
、
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

持
ち
寄
ら
れ
た
食
材
の
仕
分
け
な

ど
を
お
手
伝
い
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
室
蘭
事
務

所
フ
ー
ド
バ
ン
ク
い
ぶ
り

�

（
☎
�
７
３
５
５
）

登
別
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
募
集

令
和
２
年
国
勢
調
査
員
募
集

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
移
動
販
売
車
）

出
店
者
募
集

～
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
'20
イ
ン
登
別
・
白
老
～

手
話
講
座
（
入
門
）
受
講
者
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
市
内
で
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
指
導
し
て
い
る
団
体
や
個
人
、

会
員
を
募
集
し
て
い
る
団
体
の
情
報

な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子
『
生
涯
学
習

人
材
バ
ン
ク
』
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
登
録
申
請
も
随
時
、
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

設�

置
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
、
各
支
所
、
市
民
会
館
、
市

立
図
書
館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ

ス
分
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

総
合
体
育
館
、
市
民
プ
ー
ル
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
若
草
つ
ど
い

セ
ン
タ
ー
、
各
青
少
年
会
館
に
備

え
付
け
る
ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



対
象
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

試�

験
日
　
５
月
28
日
㈭
か
ら
31
日
㈰

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

申
込
期
限
　
５
月
22
日
㈮

問�

い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
�
９
５
３
３
）

　
技
能
検
定
は
、
産
業
界
で
活
躍
す

る
技
能
者
の
方
の
た
め
の
国
家
検
定

制
度
で
す
。

受
付
期
間
　
４
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮

職�

種
　
金
属
熱
処
理
・
機
械
加
工
・

仕
上
げ
・
と
び
・
化
学
分
析
・
塗

装
・
造
園
・
建
築
板
金
な
ど

※�

試
験
の
日
程
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
胆
振
地
方
技
能
訓
練

協
会
（
☎
�
５
６
６
６
）

（
札
幌
市
の
み
）
、
乙
種
（
第
１

～
６
類
）
・
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

①�

書
面
…
４
月
３
日
㈮
～
10
日
㈮
・

電
子
…
３
月
31
日
㈫
～
４
月
７
日

㈫
②�

第
１
回
　
書
面
…
４
月
３
日
㈮
～

10
日
㈮
・
電
子
…
３
月
31
日
㈫
～

４
月
７
日
㈫
、
第
２
回
　
書
面
…

４
月
28
日
㈫
～
５
月
11
日
㈪
・
電

子
…
４
月
25
日
㈯
～
５
月
８
日
㈮

※�

願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
、
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

募
集
期
限
　
４
月
６
日
㈪
ま
で

○
情
報
シ
ス
テ
ム
科

期
間
　
５
月
22
日
㈮
～
８
月
21
日
㈮

場�

所
　
登
別
職
業
訓
練
協
会
（
青
葉

町
）

定
員
　
25
人

テ
キ
ス
ト
料
　
１
万
円

募
集
期
限
　
４
月
30
日
㈭
ま
で

○
Ｏ
Ａ
基
礎
科

期
間
　
６
月
11
日
㈭
～
９
月
10
日
㈭

場�

所
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
る

く
る
ネ
ッ
ト
（
室
蘭
市
東
町
）

定
員
　
15
人

テ
キ
ス
ト
料
　
４
千
円

募�

集
期
間
　
４
月
20
日
㈪
～
５
月
21

日
㈭

※�

各
願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
高
等
技
術
専
門

学
院
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

７
８
２
０
）
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室

蘭
（
☎
�
８
６
８
９
）

◇�
①
消
防
設
備
士
試
験
、
②
危
険
物

取
扱
者
試
験

試�

験
日
　
①
５
月
17
日
㈰
、
②
第
１

回
…
５
月
17
日
㈰
、
第
２
回
…
６

月
７
日
㈰

場�

所
　
①
苫
小
牧
市
な
ど
、
②
第
１

回
…
苫
小
牧
市
な
ど
、
第
２
回
…

室
蘭
市
・
札
幌
市
な
ど

内�

容
　
①
甲
種
（
第
１
～
５
類
）
、

乙
種
（
第
１
～
７
類
）
、
②
第
１

回
…
甲
種
・
乙
種
（
第
１
～
６

類
）
・
丙
種
、
第
２
回
…
甲
種

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
方
で
、
資
格
取
得
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科

期
間
　
４
月
23
日
㈭
～
７
月
22
日
㈬

場�
所
　
登
別
職
業
訓
練
協
会
（
青
葉

町
）

定
員
　
15
人

テ
キ
ス
ト
料
　
１
万
４
千
円

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

令
和
２
年
度
前
期

技
能
検
定
試
験

令
和
２
年
度

第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

第
１
・
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

令
和
２
年
度
訓
練
生
募
集

～
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
～

令和３年度採用　登別市職員を募集します 札幌会場
問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

▼採用職種・試験区分・採用予定人数・受験資格
職種 試験区分 採用予定人数 要件

事務
大学卒業程度

５名程度
大学を卒業または卒業見込みで、平成２年４月２日以降に生まれた方

民間等職務経験者 民間企業等における職務経験がある方で、昭和55年４月２日から平成２年４
月１日までに生まれた方

土木
大学卒業程度

２名程度
大学を卒業または卒業見込みで、平成７年４月２日以降に生まれた方

民間等職務経験者 民間企業等における職務経験がある方で、昭和55年４月２日から平成７年４
月１日までに生まれた方

▼試験日時・試験科目・場所
区　分 日　時 試　験　科　目 場      所

第１次試験 ６月13日㈯
12時～16時（予定）

ＳＰＩ３（性格検査・基礎能
力検査）、適性検査、作文

札幌市産業振興センター
（札幌市白石区東札幌５条１丁目１－１）

第２次試験 ７月ごろ（予定） 面接試験 登別市役所
▶�申し込み　４月30日㈭までに登別市職員採用試験2021（登別市職員採用試験
特設ウェブサイト）の申込フォームに必要事項を入力し、送信

※�第１次試験は札幌市を会場に、ＳＰＩ３（総合能力試験）による採用試験を実施します。
※市は、障がいのある方の雇用促進に努めています。
※�詳しい受験資格については、登別市職員採用試験2021（登別市職員採用試験特設ウェブサイト）をご確認ください。

◀�登別市職員採用試験
特設ウェブサイト
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事業活動事業活動 支援支援

ものづくりを行う中小企業の方へ

チャレンジショップ
サポート事業

～創業の準備を
したい方へ～

事業名 事業所開設費補助金
～創業をお考えの方～

店舗リフォーム補助金
～店舗のリフォームをお考えの方～

商談会等出展補助金
～販路の拡大をお考えの方～

補助対象
経費

市内の事業者を利用して実施する建物
の改造や改装などにかかる経費、改造
や改装などに伴う設備機器類の購入費
（事務用機器や車両は対象外）

市内の事業者を利用して行う
既存店舗のリフォームにかか
る経費、リフォームに伴う設
備機器類の購入費（事務用機
器や車両は対象外）

自社で開発または製造した製
品や技術、サービスの販路拡
大のために出展する商談会な
どの出展料・通信運搬費・設
備リース料・旅費・宿泊費

補助金額

30万円以内（①～③に該当する場合は、
加算されます）
①�登別温泉町で事業を行う場合は20万
円の上乗せ

②�ＪＲ登別駅周辺で観光客の集客が見
込める事業を行う場合は50万円の上
乗せ

③�創業スクールなどの特定創業支援事
業を受け、事業を行う場合は20万円
の上乗せ

20万円以内

補助割合
補助対象経費の２分の１以内
※�②に該当する場合は補助対象経費の
３分の２以内。

補助対象経費の２分の１以内 補助対象経費の２分の１以内
（条件により加算されます）

公募期間 ４月１日㈬～４月30日㈭（予算に残額が生じた場合には、２次募集を実施（５月予定））

事業名
空き店舗活用事業補助金

～空き店舗を借りて事業を行
う方～

商店街活性化支援事業補助金
～商店会などの団体でイベント
などの実施を計画している方～

補助対象
経費

特定の要件を満たす個人や法
人、団体が、空き店舗になっ
てから３カ月以上経過してい
る市内の店舗を利用し事業を
行う場合の店舗賃借料

商店街の活性化やにぎわいのあ
るまちづくりにつながる先進
性・モデル性のある事業などに
かかる経費（交付回数に制限あ
り）

補助金額 月額５万円以内（補助交付開
始から12カ月間）

・・ハード事業…100万円
・・ソフト事業…50万円
※�複数の商店会などが連携して
実施する補助対象事業につい
ては、100万円。

補助割合 補助対象経費の２分の１以内 補助対象経費の３分の２以内

公募期間 随時

皆さんの

事業活動 支援を します
▶問い合わせ　▶問い合わせ　
　商工労政グループ　商工労政グループ

（☎�２１７１）（☎�２１７１）

　製品・技術・デザインの開発、食品開発、ホームペ
ージ・パンフレットの作製、展示会出展、ＩｏＴ導入、
ものづくりに関する創業などへの補助を行っています。
▶公募期限　５月15日㈮
※詳しくは問い合わせください。
▶問い合わせ　室蘭テクノセンター（☎㊺１１８８）

　登別中央ショッピングセ
ンター『アーニス』の空き
スペースを、事業を体験で
きる『チャレンジショップ』
として利用できます。
▶�利用料　一区画につき日
額3,850円

▶公募期間　随時

　創業される方や既に事業を行っている方へ、
市の補助制度などに関する説明会を開催しま
す。
▶�日時　４月15日㈬　午前の部…10時15分～
12時、午後の部…15時～1７時15分
▶場所　アーニス２階

◎補助制度などをご活用ください

◎補助制度などの説明会を開催します
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



市内のさまざまな場所で市制施行50周年をＰＲしています

市制施行50周年を記念してデザインを
募集・決定した『婚姻届』・『出生届』が
４月から使用できます

登別市市制施行50周年記念事業登別市市制施行50周年記念事業
市民実行委員会市民実行委員会の取り組みをお知らせします

▶問い合わせ　登別市市制施行50周年記念事業市民実行委員会事務局
（企画調整グループ内・☎�１１２２）

　2019年度から市制施行50周年をＰRする、横断幕や卓上ポ
ップなどが市内各所に設置されています。
　このたび、さらなるＰRを目的に、市民実行委員会として
も、記念デザインのポスター、ステッカー、マグネットシー
トなどを作成しました。今後、イベントなどで配布を予定し
ています。
　なお、ポスターは、希望者に随時お渡ししています。事務
所や店舗などに掲示して、一緒に市制施行50周年を盛り上げ
ましょう。
※数に限りがありますので、詳しくは問い合わせください。

　人生の節目を、オリジナルデザインの婚姻届・出生届で迎
えてみませんか。

将
来
の
登
別
市
へ

�

新
た
な
一
歩
を
共
に

　
市
制
施
行
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
向
け
て
、
約
50
団
体
に
よ
り
平
成

30
年
８
月
に
設
立
し
た
『
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
市
民
実
行
委
員

会
』
。
同
委
員
会
で
は
、
次
の
50
年
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り
と
し
て
、

市
民
が
主
役
と
な
り
、
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
の
参
画
を
通
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
新
し
い
種
を
ま
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
想
い
を
と
も
に
し
よ
う
と
、
市

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
活
動
、
産
業
、
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動
団
体
は
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
な
ど
の
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
へ
の
影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
の
『
き

っ
か
け
』
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
市
民
活
動
の
活
性
化
』
、
『
産
業
活
動
の
活
性
化
』
そ
し
て
、
次
世
代
を

担
う
『
ま
ち
づ
く
り
人
材
の
発
掘
』
の
『
き
っ
か
け
』
と
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
記
念
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
催
し
な

ど
に
参
加
し
、
50
周
年
の
大
き
な
節
目
を
祝
い
な
が
ら
、
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
後
の
記
念
事
業
（
予
定
）
　

７
月
　
　
　
『
期
間
限
定 

登
別
道
の
駅
』
の
開
催

　
　
　
　
　
缶
壁
ア
ー
ト
の
制
作
（
登
別
青
嶺
高
等
学
校
）

８
月
１
日
　
記
念
式
典
・
市
民
合
唱
（
市
民
会
館
）

　
　
　
　
　
第
２
回
の
ぼ
り
べ
つ
元げ

ん

鬼き

ま
つ
り
・
市
民
花
火
大
会
（
川
上
公
園
）

９
月
　
　
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
）

10
月
　
　
　
の
ぼ
り
べ
つ
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
（
総
合
体
育
館
）

※
開
催
時
期
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

湯のまち、youのまち、登別。

▲�ポスター

▲�マグネットシート

◀�

ス
テ
ッ
カ
ー
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談
札幌弁護士会室蘭支部

５月16日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
定員：６人（申し込み順）

５月８日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

４月25日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

４月24日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～1７時30分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～1７時30分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～1７時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～1７時30分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～1７時30分
※�時間外も、相談くださ
い（こども相談室につ
ながらない場合は、市
役所（☎�２１１１）
に掛け直しください）。

こども相談室
（こども家庭
グループ内）
または室蘭児
童相談所（室
蘭市寿町）

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

こども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
※�緊急の場合は児童
相談所全国共通ダ
イヤル（☎189）

障がいのある方の
就労相談窓口

４月16日㈭
13時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

４月９日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

若年者等キャリア
カウンセリング

事業
（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～1７時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
1７時以降（予約制）
土曜日
10時～1７時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

４月10日㈮・24日㈮、
５月15日㈮10時～16
時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

一日行政相談 ４月15日㈬
10時～12時

登別郵便局
（ＪR幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

市民サービスＧ
（☎�２１３９）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日�

時
　
４
月
18
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
妊
婦
の
方
（
子
ど
も
連
れ
可
）

内�

容
　
育
児
に
役
立
つ
グ
ッ
ズ
を
作

成
定�

員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
４
月
16
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
４
月
17
日
㈮
10
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

日�

時
　
４
月
16
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場�

所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
２
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�

容
　
子
ど
も
の
怪
我
な
ど
、
も
し

も
の
時
の
た
め
の
勉
強

定�
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
４
月
16
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－
１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�
時
　
４
月
21
日
㈫
11
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
親
子

内�

容
　
こ
い
の
ぼ
り
製
作

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
４
月
22
日
㈬
10
時
～
12
時

場�

所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
自
由
遊
び
、
手
遊
び
、
こ
い

の
ぼ
り
製
作
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日�

時
　
４
月
24
日
㈮
10
時
～
11
時
30

分
場�

所
　
し
ん
た
21

内�

容
　
離
乳
食
の
話
、
試
食
（
保
護

者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

対�

象
　
生
後
７
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳
参�

加
料
　
200
円

申�

し
込
み
　
４
月
22
日
㈬
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

１フ
ァ
ー
ス
トst

Ｂバ

ー

ス

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
デ
ー『
こ
い
の
ぼ
り
製
作
』

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（令和元年12月生まれ）

５月７日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相
談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（令和元年６月21日～
７月31日生まれ）　

５月21日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育
児相談、地域子育て支援
拠点の紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成30年９月16日～
10月20日生まれ）　

５月2７日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計
測、栄養相談、歯科相談、
育児相談、フッ素塗布
（希望者800円）

母子健康手帳

３歳児健康診査
（平成29年３月16日～
４月15日生まれ）

５月14日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯
科相談、育児相談

５歳児健康相談
（平成2７年４・５月生まれ）
（事前の申し込みが必要です）

５月20日㈬
時間は個別通知

育児相談、集団遊び、視
力検査、就学準備の講話、
発達相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

５月28日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄養
などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談

23  ２０２０．４月号  すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

※�内容については、３月16日㈪現在
の情報を掲載しています。



日�

時
　
４
月
27
日
㈪
10
時
～
12
時
30

分
集�

合
場
所
　
真
宗
寺
駐
車
場
（
鷲
別

日�

時
　
４
月
27
日
㈪
10
時
～
12
時
、

14
時
～
16
時

※�

開
放
日
の
時
間
内
で
行
っ
て
い
ま

す
。

場�

所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
こ
い
の
ぼ
り
製
作

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

町
１
丁
目
）

対�
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
鷲
別
神
社
・
鷲
別
岬
へ
ピ
ク

ニ
ッ
ク

定�

員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
運
動
靴
（
長
靴
）
、
着
替

え
、
帽
子
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た

は
水
）
、
お
や
つ
な
ど

申�

し
込
み
　
４
月
25
日
㈯
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
４
月
25
日
㈯
10
時
～
12
時

場�

所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
自
由
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
こ
い
の
ぼ
り
製
作
な
ど

※�
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

茶
ま
た
は
水
）
、
ス
プ
ー
ン
、
コ

ッ
プ
な
ど

申�

し
込
み
　
４
月
23
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

４～５月の歯科救急医療
日時 診療所・住所・電話番号

４月５日㈰
９時～11時

いちはし歯科� （☎�４３２３）
室蘭市本輪西町３丁目６－13

４月12日㈰
９時～11時

田中デンタルクリニック�（☎�２４７２）
登別市中央町１丁目３－13
本田歯科医院� （☎０１４２㉒１６４１）
伊達市舟岡町350－７

４月19日㈰
９時～11時

岩倉歯科� （☎㊺７１１７）
室蘭市水元町12－６

４月26日㈰
９時～11時

御前水歯科クリニック� （☎㉔８１４８）
室蘭市御前水町２丁目６－20

４月29日㈬
９時～11時

くどう歯科クリニック� （☎�００４８）
登別市富岸町２丁目11－３
さかた歯科医院�（☎０１４２㉒１１８２）
伊達市舟岡町1７6－11

５月３日㈰
９時～11時

太平洋歯科医院� （☎�６４６４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２

５月４日㈪
９時～11時

さとう歯科小児歯科� （☎�１４１４）
登別市新生町２丁目14－１
サン・フィッシュ・デンタル・クリニック
� （☎０１４２㉓１８３０）
伊達市舟岡町362－18

５月５日㈫
９時～11時

福田歯科クリニック� （☎㉗５４２０）
室蘭市祝津町２丁目３－１

５月６日㈬
９時～11時

嶋津歯科医院� （☎�３３６６）
登別市富士町２丁目11－10
エルム歯科� （☎０１４２㉕５１８８）
伊達市末永町58－61

日�

時
　
４
月
25
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

２
階
（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
親
子

内�

容
　
森
で
自
然
に
触
れ
合
い
ま
す

定�

員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
費
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
汚
れ
て
も
よ
い
靴
、
帽
子
、

防
寒
着
、
着
替
え
、
飲
み
物
（
お

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

日�

時
　
５
月
16
日
㈯
10
時
～
12
時

場�

所
　
し
ん
た
21

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院
医
局
栄
養
科

�

（
☎
�
２
０
２
２
）

日�

時
　
５
月
12
日
か
ら
６
月
９
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
10
時
～
12
時

（
全
５
回
）

場�

所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
１
歳
６
カ
月
か
ら
２
歳
５
カ

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
手
遊
び
、
運
動
遊
び
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
簡
単
な
製
作
な

ど
定�

員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
４
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮

ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

対�

象
　
妊
婦
の
方
と
そ
の
家
族

内�

容
　
沐
浴
、
抱
っ
こ
、
オ
ム
ツ
交

換
の
体
験
実
習
、
妊
婦
体
験
な
ど

定�

員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
４
月
１
日
㈬
か
ら
５
月

13
日
㈬
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

日�

時
　
４
月
23
日
㈭
14
時
～
15
時

場�

所
　
市
立
室
蘭
総
合
病
院
講
堂

（
室
蘭
市
山
手
町
３
丁
目
）

内�

容
　
糖
尿
病
専
門
医
師
・
宮み

や

崎ざ
き

義よ
し

則の
り

さ
ん
に
よ
る
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
講
話
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
食

事
療
法
に
つ
い
て
の
講
話

　
北
海
道
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の

悩
み
を
抱
え
た
本
人
や
家
族
、
関
係

者
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
適
切
な
助

言
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
精
神

科
医
師
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日�

時
　
４
月
14
日
㈫
13
時

場�

所
　
室
蘭
保
健
所
相
談
室

担�

当
医
療
機
関
（
予
定
）
　
恵
愛
病

院
申�

し
込
み
　
４
月
９
日
㈭
ま
で
に
室

蘭
保
健
所
（
☎
�
９
８
４
６
）

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

『
プ
レ
育
児
コ
ー
ス
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

あ
そ
び
の
広
場
１
歳
児
グ
ル
ー
プ

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
す

～
市
立
室
蘭
総
合
病
院
～

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

予防接種（無料）を受けましょう
接種ワクチン（回数） 対象年齢

ＢＣＧ（１回） ０歳
Ｂ型肝炎（３回） ０歳
小児用肺炎球菌（４回） 生後２カ月～４歳
ヒブ（４回） 生後２カ月～４歳
四種混合、三種混合、不

ふ

活
かつ

化
か

ポリオ（４
回）、二種混合１期（３回） 生後３カ月～７歳６カ月未満

日本脳炎（４回）※１ 生後６カ月～７歳６カ月未満、９
歳～19歳

麻しん風しん混合（１期１回、２期１回）１期…１歳、２期…小学校入学前の１年間
水
すい

痘
とう

（２回） １歳～２歳
二種混合２期（１回） 11歳～12歳
ヒトパピローマウイルス（子宮頸

けい

がん）
（３回）※２

小学６年生～高校１年生相当（女
性）

ロタウイルスワクチン（２回または３回）
※３

２回の場合は生後６週～生後24週、
３回の場合は生後６週～生後32週

※１　特に接種をお勧めする年齢の方には、個別にお知らせします。
※２　接種を積極的にお勧めしていません。
※３　令和２年10月１日㈭より定期接種の対象となります。
▶持ち物　母子健康手帳
▶問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

日時
６月８日㈪

（午前の部）８時30分～　（午後の部）12時30分～
場所 しんた21
対象 偶数月生まれの40歳以上の女性

内容
マンモグラフィー検査

※�希望者のみ超音波検査を追加で受けることができます（自己負担金
5,360円、定員18人で定員を超えた場合は抽選）。

定員 午前50人、午後40人（申し込み順）
料金 2,200円（50歳以上の方は1,900円）

※�登別市国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護世帯、市民税非課
税世帯は無料（超音波検査を除く）です。生活保護世帯と市民税非課税世帯の方
は証明書が必要ですので、詳しくは問い合わせください。
▶�申し込み　４月30日㈭までに、希望する検診名、時間帯、氏名（ふりがな）、生
年月日、住所、電話番号、健康保険の種類、超音波検査の希望の有無を記入の上、
郵送またはファクス、Ｅメールで健康推進グループ（〒059－0016片倉町６丁目
９－１、思�０１１１、Ｅメール：shinta21@city.noboribetsu.lg.jp）

問い合わせ
健康推進グループ
（しんた21内・☎�０１００）●乳●が●ん●検●診のお知らせ
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

４
月
号

巡回日のお知らせ（４月～９月）巡回日のお知らせ（４月～９月）

日�

時
　
４
月
４
日
㈯
、
18
日
㈯
、
25

日
㈯
10
時
～
12
時

場�

所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

対�

象
　
小
学
生

内�

容
　
苦
手
な
算
数
を
個
別
指
導
で

楽
し
く
学
ぶ

持�

ち
物
　
教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
筆
記

用
具

申�

し
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る
日
の

２
日
前
ま
で
に
と
も
か
な

�

（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
４
月
11
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
場�

所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
『
体
に
負
担
を
か
け
な
い
か

ら
だ
体
操
』
に
つ
い
て

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定�

員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

　
郷
土
資
料
館
の
庭
園
に
約
100
匹
の

こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
ま
す
。

期�

間
　
４
月
７
日
㈫
～
５
月
５
日
㈫

※�

郷
土
資
料
館
で
は
、
不
用
と
な
っ

た
大
き
な
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
贈
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

参�

加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
４
月
８
日
㈬
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
４
月
４
日
㈯
、
18
日
㈯
、
25

日
㈯
８
時
～
９
時
30
分

場�

所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
な
ど
の

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

参�

加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
各
日
２
日
前
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

㈬
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

算
数
を
楽
し
む
会

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

大
空
を
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
を

見
に
来
ま
せ
ん
か

パ
ソ
コ
ン
教
室

月日 ステーション名 時　間 月日 ステーション名 時　間

4/1,4/15,5/20
6/3,6/17,7/1
7/15,8/5,8/19
9/2,9/16

（第１・第３水曜日）

富岸青少年会館駐車場 10：45～11：45
4/8,4/22,5/13
5/27,6/10,6/24
7/8,7/22,8/12
8/26,9/9,9/23

（第２・第４水曜日）

特定施設ケアハウス「アンデルセンの丘」駐車場 11：30～12：00
美園町６丁目32（星さん宅向かい） 13：10～13：40 白菊幼稚園前 13：55～14：25
美園町５丁目（東橋付近） 13：50～14：10 桜木団地６号棟横 14：30～15：00
まいどどーもです前 14：20～14：50 かえで公園前 15：05～15：30
「グループホームあいあい」向かい駐車場 15：00～15：30 幌別西団地62共1横 15：35～15：55
いなほ公園横 15：40～16：00

4/2,4/16,5/7
5/21,6/4,6/18
7/2,7/16,8/6
8/20,9/3,9/17

（第１・第３木曜日）

新生団地付近 10：15～10：45
4/9,4/23,5/14
5/28,6/11,6/25
7/9,8/13,8/27
9/10,9/24

（第２・第４木曜日）

幌別東団地（ソーダ工場バス停付近）10：40～11：00
特別養護老人ホーム「わかくさ」駐車場 10：55～11：30 すずらん公園 11：10～11：40
コープさっぽろ�しがイースト店駐車場 11：40～12：00 登別東町1丁目14（旧登別保育所） 13：45～14：15
若草町３丁目20（塚田さん宅前）13：50～14：20 汐見坂バス停横 14：25～15：00
武田商店前 14：30～15：10 登別東町団地Ａ棟前 15：10～15：50
新生町５丁目５（旧伊岐見商店前） 15：20～16：00

4/3,4/17,5/1
5/15,6/5,6/19
7/3,7/17,8/7
8/21,9/4,9/18

（第１・第３金曜日）

楡の木公園横 10：10～10：40 4/10,4/24,5/8
5/22,6/12,6/26
7/10,8/14,8/28
9/11,9/25

（第２・第４金曜日）

登別児童館前 11：30～12：00
栄町１丁目広場前 10：50～11：20 相原商店前 13：55～14：35
道営住宅登別西団地Ｃ棟 13：45～14：15 老人憩の家「芙蓉の家」前 14：45～15：15
老人憩の家「恵和園」前 14：25～14：55 富浦児童館前 15：30～15：50
リリー文化幼稚園前 15：05～15：40

4/4,4/18,5/2
5/16,6/6,6/20
7/4,7/18,8/1
8/15,9/5,9/19

（第１・第３土曜日）

特別養護老人ホーム「わかくさ」駐車場 10：10～10：40

4/11,4/25,5/9
5/23,6/13,6/27
7/11,7/25,8/8
8/22,9/12,9/26

（第２・第４土曜日）

湯元オロフレ荘前 10：25～10：55
武田商店前 10：50～11：20 禅林寺駐車場 11：25～11：45
新生町５丁目５（旧伊岐見商店前） 11：30～12：00 ファミリーマート中登別店駐車場 13：10～13：30
あかしや団地 13：10～13：40 登別東町団地Ａ棟前 13：45～14：05
老人憩の家「若山の家」裏 13：50～14：30 登別公民館前 14：15～14：35
汐平広場前 14：40～15：05 桜木広場横 15：05～15：25
富浜広場前 15：15～15：35
富浜児童館前 15：40～16：00

移動図書館
こぐま号

～こぐま号を利用する方へ～
○�図書は１人につき10冊まで借りられます
○�借りた図書は、次の巡回日にお返しください
○�図書の返却は、市立図書館・市立図書館アーニ
ス分館・各配本所でも受け付けます

○�悪天候の日は、巡回を中止することがあります
○�市立図書館の図書も借りられます。こぐま号に
備え付けの予約票または電話で市立図書館（☎
�４３２４）へ申し込みください
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』

※�内容については、３月16日㈪現在
の情報を掲載しています。



第45回 登別こいのぼり
マラソンの
中止について

　登別こいのぼりマラソン実行委員会は、
新型コロナウイルスの感染が拡大してい
る状況を受け、参加者の健康・安全を第
一に考慮した結果、大会の中止を決定し
ました。
　申し込みいただいた方には、中止につ
いてのお知らせと参加料分の定額小為替
を簡易書留郵便で送付します。

▶�問い合わせ　登別こいのぼりマラソン
実行委員会事務局（社会教育グループ
内・☎�１１２９）

日�

時
　
４
月
19
日
㈰
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場�

所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

対�

象
　
小
学
生
以
上

内�

容
　
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
と
き
の

対
処
法
な
ど

講�

師
　
ヒ
グ
マ
学
習
セ
ン
タ
ー
代
表
・

前ま
え

田だ

菜な

穂お

子こ

さ
ん

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

�
（
☎
�
２
０
６
９
）

　
４
月
24
日
㈮
、
29
日
㈬
、
毎
週
月

曜
日
は
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
４
月
11
日
㈯
14
時

場�

所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
４
月
４
日
㈯
13
時
～
15
時
、

19
日
㈰
13
時
～
15
時

場�

所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
英
語
が
得
意
な
方
も
苦
手
な

日�

時
　
４
月
11
日
㈯
10
時
～
12
時

場�

所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
18
歳
以
上
の
方

内�
容
　
砥と

石い
し

を
使
っ
て
、
切
れ
味
が

悪
く
な
っ
た
包
丁
を
研
ぐ

定�
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
包
丁
２
・
３
本
程
度

※�

安
全
の
た
め
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か

布
に
包
ん
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
４
月
１
日
㈬
か
ら
８
日

方
も
楽
し
く
英
語
を
学
ぶ

参�

加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
各
日
２
日
前
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
４
月
12
日
㈰
13
時
～
15
時

場�

所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
共
通
の
悩
み
を
話
し
合
う

定�

員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
200
円

申�

し
込
み
　
４
月
10
日
㈮
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

　
武
者
の
よ
ろ
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
五
月
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

展�

示
期
間
　
４
月
17
日
㈮
～
５
月
５

日
㈫

場�
所
　
郷
土
資
料
館

入�
館
料
　
190
円
（
中
学
生
以
下
は
60

円
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時
　
４
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
10
時

か
ら
12
時
（
９
時
50
分
ま
で
に
集

合
）

場�

所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

内�

容
　
一
般
開
放
し
て
い
な
い
保
全

エ
リ
ア
に
入
り
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

な
ど
の
春
の
花
を
観
察

定�

員
　
各
日
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
長
靴

申�

し
込
み
　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に

特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ウ
シ
ト

湿
原
・
登
別

　
（
☎
090

－

８
６
３
２

－

３
７
１
５
）

㈬
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

春
の
ヒ
グ
マ
安
全
教
室

市
立
図
書
館 

休
館
情
報

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ

第
１
回
包
丁
と
ぎ
体
験

大
人
の
発
達
障
が
い
の
会

五
月
武
者
人
形
展
を

開
催
し
ま
す

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
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施設オープン情報
※天候により、利用期間が変更となる可能性があります。

日�
時
　
４
月
16
日
㈭
18
時

場�

所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
ど
な
た
で
も

内�

容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
書
評
合
戦

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
４
月
18
日
㈯
10
時
～
12
時

場�

所
　
郷
土
資
料
館

内�

容
　
笹
の
葉
を
使
っ
た
べ
こ
も
ち

作
り
、
昔
話
の
読
み
聞
か
せ

定�

員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
上
靴
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器
な
ど

申�

し
込
み
　
４
月
１
日
㈬
か
ら
15
日

㈬
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時
　
４
月
25
日
㈯
13
時
30
分

場�

所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

　
プ
ロ
の
篠
笛
奏
者
・
土は

師ぜ

あ
き
子こ

さ
ん
か
ら
篠
笛
の
演
奏
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日�

時
　
５
月
９
日
㈯
、
入
門
編
は
９

時
30
分
～
12
時
30
分
、
中
級
編
は

13
時
30
分
～
16
時
30
分

受�
講
料
　
各
２
千
500
円

※�
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
金か

な

澤ざ
わ

さ
ん

　
（
☎
090

－

８
７
０
６

－
１
３
７
５
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
夕
べ

べ
こ
も
ち
作
り
と
お
話
し
の
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

篠し
の

笛ぶ
え

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

施設名 利用期間など 問い合わせ

カント・レラ
（登別温泉町）

４月１日㈬～11月29日㈰10時～
1７時（11月は16時まで）
※月曜日と休日の翌日は休館。

カント・レラ
（☎�２０６９）

キウシト湿原
（若山町）

４月18日㈯～11月15日㈰９時30
分～1７時
※�月曜日（月曜日が休日の場合
は火曜日）は休園。

土木・公園グル
ープ
（☎�４１１５）

岡志別の森運動
公園（千歳町）

○テニスコート
４月５日㈰～10月31日㈯６時～
21時（４月は９時～1７時）
○パークゴルフ場
４月12日㈰～10月31日㈯７時～
19時（５月は18時まで、10月は
1７時まで）
○野球場
５月１日㈮～10月31日㈯５時～
19時（５月は６時～18時、10月
は６時～1７時）

岡志別の森運動
公園管理事務所
（☎�２５２５）

施設名 利用期間など 問い合わせ

川上公園野球場
（桜木町）

５月１日㈮～10月31日㈯５時～
19時（５月は６時～18時、10月
は６時～1７時）

岡志別の森運動
公園管理事務所
（☎�２５２５）

若草中央公園テ
ニスコート
（若草町）

４月15日㈬～10月31日㈯９時～
19時
※�10人以上の団体で利用する場
合は、４月７日㈫までに、代
表者の分かる会員名簿、活動
状況が分かる資料を亀田記念
公園管理事務所に提出し、申
し込んでください。

亀田記念公園管
理事務所
（☎�２５１１）

若山浄化センタ
ーパークゴルフ
場（若山町）

４月４日㈯～11月中旬８時～1７
時
※�クラブやボールは各自で持参
してください。

若山浄化センタ
ーパークゴルフ
場同好会・岸

きし

さ
ん（☎090－20７5
－1553）

活�

動
日
程
　
６
月
13
日
㈯
11
時
30
分

～
19
時
30
分
、
14
日
㈰
９
時
～
22

時
の
う
ち
３
・
４
時
間
程
度

活�

動
場
所
　
札
幌
市
中
央
区
（
大
通

公
園
周
辺
）

活�

動
内
容
　
演
舞
の
審
査

定�

員
　
110
人
程
度
（
応
募
人
数
が
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

※�

詳
し
く
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
祭
り
実
行
委
員
会

�

（
☎
011

－

231

－

４
３
５
１
）

Ｙよ

さ

こ

い

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の

市
民
審
査
員
を
募
集
し
ま
す
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市民プール ～教室のご案内　　　　
（５月～2021年３月）～らくあらくあ
▶問い合わせ　らくあ（☎�５５８８）▶問い合わせ　らくあ（☎�５５８８）

ヨガ教室（初級～中級）

水泳教室
◎日時・内容など　
募集教室 日時 対象 内容 定員 参加料

キッズ
わくわく
スイミング

毎週火曜日
16時～1７時 平成26年４月２日

～平成28年４月１
日生まれの幼児

水慣れ・水遊び～クロー
ル・背泳ぎ

40人
（申し込み順）

月額2,500円
※��申し込み時にスポーツ
安全保険料800円。毎週金曜日

16時～1７時

ジュニア
水泳教室

毎週火曜日
1７時～18時

平成20年４月２日
～平成26年４月１
日生まれの小学生

水慣れ～クロール・背泳
ぎ

40人
（申し込み順）

月額3,800円
※�申し込み時にスポーツ
安全保険料800円。

毎週水曜日
1７時～18時
毎週木曜日
1７時～18時
毎週土曜日
10時30分～11時30分

受講料助成を助成します

▶申込期間　キッズわくわくスイミングは５月18日㈪10時、ジュニア水泳教室は５月11日㈪14時から
▶申し込み　市民プールに備え付けの申込用紙に記入し、スポーツ安全保険料と一緒に提出
※電話での受け付けは行っていません。
※キッズわくわくスイミングは、トイレに行きたいと言える子どもが対象です。
※ジュニア水泳教室は別途入館料がかかります。

※�キッズわくわくスイミングおよびジュニア水泳教室については、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、６月以降の実施を予定
しています。

対�象　40歳以上で、国民健康保
険または後期高齢者医療制度
に加入し、平成30年度または
平成31年度に特定健診や健康
診査などを受診した方

助�成額　１教室につき月額
1,000円

申�し込み　市民プールで被保険
証と特定健診・健康診査の受
診結果を提示

※�受講料助成についての問い合
わせはらくあもしくは国民健
康保険グループ、年金・長寿
医療グループまで

水中運動教室
◎日時・内容　

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

元気アップ教室 アクアビクス教室 らくらくシェイプ
アップ教室 元気アップ教室

10時30分～11時30分 10時30分～11時30分 10時30分～11時30分 10時30分～11時30分

アクアビクス教室 らくらくシェイプ
アップ教室

スイム＆
アンド

アクア
ビクス教室 リハビリ教室

13時～14時 13時～14時 13時～14時 13時～14時15分
水中ウオーキング教室 － 水中ウオーキング教室 －14時30分～15時30分 14時30分～15時30分

－
スイムd

デ

eシェイプ
教室 アクアビクス教室 －

19時～20時 19時15分～20時15分
▶定員　各30人（申し込み順）
▶参加料　各教室月額2,800円
▶�申し込み　市民プールに備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、スポーツ安全保険料1，850円（65歳以
上の方は1，200円）と一緒に提出
※別途入館料がかかります。

▶日時　毎週金曜日19時～20時
▶定員　各20人（申し込み順）
▶参加料　月額3,300円
▶�申し込み　市民プールに備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、ス
ポーツ安全保険料1,850円（65歳以上の方は1,200円）と一緒に提出
※別途入館料がかかります。
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のぼりん文化講座
・・申し込みは原則、開催日の３日前までです申し込みは原則、開催日の３日前までです
・・初めての方でも参加できます初めての方でも参加できます

口口
こ うこ う

演演
え んえ ん

『登別『登別野野
のの

辺辺
べべ

歩き』（歩き』（街街
か いか い

道道
ど うど う

　　重重
し げし げ

昭昭
あ きあ き

講師）講師）
日時　日時　４月13日㈪10時～11時30分４月13日㈪10時～11時30分
対象　対象　18歳以上の方18歳以上の方
内�容　内�容　のぼりべつの四季の風土を見つめる。『あのぼりべつの四季の風土を見つめる。『あ
っ、そうか』の発見を期待っ、そうか』の発見を期待

定員　定員　10人（申し込み順）10人（申し込み順）

葉葉
はは

画画
がが

教室（教室（高高
た かた か

野野
のの

　　恵恵
け いけ い

子子
ここ

講師）講師）
日�時　日�時　４月1７日㈮４月1７日㈮
10時～12時10時～12時

対�象　対�象　18歳以上の18歳以上の
方方

内�容　内�容　乾燥させた乾燥させた
葉の形や色を生葉の形や色を生
かし、重ね合わかし、重ね合わ
せ絵画を表現しせ絵画を表現し
ますます

定�員　定�員　10人（申し10人（申し
込み順）込み順）

参�加料　参�加料　1,000円1,000円
（材料費）（材料費）

かっぽれ（かっぽれ（櫻櫻
さくらさくら

川川
が わが わ

　　偲偲
しし

有有
ゆ うゆ う

講師）講師）
日�時　日�時　４月20日㈪４月20日㈪
13時30分～15時13時30分～15時
30分30分

対�象　対�象　18歳以上の18歳以上の
方方

内�容　内�容　和風エアロ和風エアロ
ビクスともいわビクスともいわ
れています。適れています。適
度な運動に最適度な運動に最適
ですです

定�員　定�員　15人（申し15人（申し
込み順）込み順）

持�ち物　持�ち物　動きやす動きやす
い服装、日本手い服装、日本手
ぬぐいぬぐい

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

初心者書道教室（初心者書道教室（成成
な りな り

田田
たた

　　成成
せ いせ い

峰峰
ほ うほ う

講師）講師）
日時　日時　４月22日㈬10時～12時４月22日㈬10時～12時
対象　対象　18歳以上の方18歳以上の方
内�容　内�容　気軽に、気気軽に、気
楽に文字文化を楽に文字文化を
楽しく学びます楽しく学びます

定�員　定�員　10人（申し10人（申し
込み順）込み順）

持�ち物　持�ち物　硯硯
すずりすずり

、、墨墨
ぼくぼく

液液
えきえき

、、
文文
ぶんぶん

鎮鎮
ちんちん

、下敷き、、下敷き、
筆（大小）、半筆（大小）、半
紙、新聞紙紙、新聞紙

陶芸教室（陶芸教室（佐佐
ささ

藤藤
と うと う

　　彰彰
あきらあきら

講師）講師）
日時　日時　４月25日㈯９時30分～12時30分４月25日㈯９時30分～12時30分
対象　対象　18歳以上18歳以上
内�容　内�容　土に触れる陶芸で土に触れる陶芸で
リラックスしませんか。リラックスしませんか。
造形は心身共に豊かに造形は心身共に豊かに
なるほか全身運動にもなるほか全身運動にも
なりますなります

定�員　定�員　20人（申し込み順）20人（申し込み順）
参加料　参加料　1，000円（材料費）1，000円（材料費）

のぼりんイベント
のぼりんサポーター登録説明会のぼりんサポーター登録説明会
日�時　日�時　４月15日㈬・22日㈬・28日㈫、日中の部は４月15日㈬・22日㈬・28日㈫、日中の部は
10時～11時、夕方の部は19時～20時10時～11時、夕方の部は19時～20時

内�容　内�容　のぼりんが行っている活動やイベントのサのぼりんが行っている活動やイベントのサ
ポートなどのぼりんで活動するボランティアをポートなどのぼりんで活動するボランティアを
募集します募集します

申し込み　申し込み　当日までにのぼりん当日までにのぼりん

のぼりん利用ガイダンスのぼりん利用ガイダンス
日�時　日�時　４月６日㈪～30日㈭（祝日を除く）、日中４月６日㈪～30日㈭（祝日を除く）、日中
の部は10時30分～11時、夕方の部（平日のみ）の部は10時30分～11時、夕方の部（平日のみ）
は19時30分～20時は19時30分～20時

内�容　内�容　のぼりんの利用を考えている方、市民活動のぼりんの利用を考えている方、市民活動
に興味がある方へ施設利用やのぼりんのサポーに興味がある方へ施設利用やのぼりんのサポー
トを案内しますトを案内します

※当日、直接のぼりんにお越しください。※当日、直接のぼりんにお越しください。
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ふぉれすと鉱山に遊びに行こうに遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

春のワンデイハイク
　春を探しに鉱山周辺の森へ出掛けて、ハイキン
グを楽しみます。
日�時　４月26日㈰10時～
14時
対�象　どなたでも
参�加料　200円
持�ち物　野外活動に適し
た服装と靴、防寒具、
昼食、飲み物など
申�し込み　４月25日㈯までにふぉれすと鉱山

春の里山まつり
　柴刈りや田おこしで春の里山づくりをみんなで
楽しみます。
日�時　４月29日㈬10時
～12時
対�象　どなたでも
参�加料　200円
持�ち物　野外活動に適
した服装と靴、防寒
具、飲み物など
申�し込み　４月28日㈫までにふぉれすと鉱山

春の野鳥観察会
　春の野鳥観察を楽しみます。
日�時　５月２日㈯８時～10時
対�象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定�員　15人（申し
込み順）
参�加料　200円
持�ち物　野外で活
動できる服装、
双眼鏡（お持ち
の方のみ）
申�し込み　５月１日㈮までにふぉれすと鉱山

ＧＷスペシャルウイーク
　春のふぉれすと鉱山で、子どもから大人まで楽
しめるさまざまなプログラムを用意してお待ちし
ています。
日�時　５月２日㈯
～３日㈰10時～
15時

対�象　どなたでも
定�員・参加料　プ
ログラムにより
異なります

持�ち物　野外活動
に適した服装と
靴など

※�詳細はふぉれすと鉱山のウェブサイトをご覧く
ださい。

鉱山町ハープソン
　林道を歩きながら、鉱山地区の両生類、は虫類
を調査します。
日�時　５月４日㈪10時～12時
対�象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
定�員　15人（申し込み順）
参�加料　200円
持�ち物　野外活動に適した服装、長靴、飲み物な
ど

申し込み　５月３日㈰までにふぉれすと鉱山

こどもの日スペシャル
　定番のクライミングなどを楽しみます。
日�時　５月５日㈫10時～15時
対�象　どなたでも
定�員・参加料　プログラムにより異なります
持�ち物　野外活動に適した服装と靴など
※�詳細はふぉれすと鉱山のウェブサイトをご覧く
ださい。
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若いチカラが登別の未来を創る

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

ゆずります
●いす（木製・３脚）●電気カーペット●こたつ布団●
車止めブロック（60×20×10㌢㍍）●婦人用自転車（26
㌅）●素焼き植木鉢（大小15個）●ひな飾り（七段）●
五月人形（ガラスケース入り、ケースなし）●アルミ製
鍋（40㌢㍍）●漬物樽（中型）●冷凍庫（80㍑）●剣道
具一式●電子ピアノ●ボーリングボール（４個）●テニ
スラケット●折りたたみパイプベッド

ゆずってください
●いす（キャスター付き・丸型）●小型洗濯機（バケツ
型）●電動ミシン●ロックミシン●ビデオデッキ●カセ
ットデッキ●子ども用自転車（20㌅）●セミダブルベッ
ド●２段ベッド（子ども用、大人用）●歩くスキー用ス
トック（130～140㌢㍍）●歩くスキー用靴（26㌢㍍）●
ソファー（２人用）●パソコン（新型）●Ｗi－Ｆiルー
ター●折りたたみ式自転車（ギア付き）●カーボンヒー
ター●薪ストーブ●押し切り（牧草裁断用）●電子ピア
ノ●シーカヤック●こいのぼり●ひげそり機

文房具語辞典
高
たか

畑
ばたけ

　正
まさ

幸
ゆき

�著
　勉強やデスクワークにも役立つ言
葉を幅広く厳選した文房具語辞典。
文房具にまつわる言葉の中から知識
を深めることができ、万年筆の仕組
みや粘着テープの種類といった基礎
知識も収録。文房具年表付き。

◇イマジン？� 有
あり

川
かわ

　ひろ�著
◇雲を紡ぐ� 伊

い

吹
ぶき

　有
ゆ

喜
き

�著
◇にっぽん全国100駅弁� 櫻

さくら

井
い

　　寛
かん

�著

ぎゃくたいってなあに？

　子どもが受ける身
しん

体
たい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

・心
しん

理
り

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

・ネグレクト・性
せい

的
てき

虐
ぎゃく

待
たい

の事
例を具体的に紹介し、その対処法や
助けを求める方法などを、子どもに
わかるようやさしく解説します。

青
あお

木
き

智
ち

恵
え

子
こ

�著

◇いちにちうんち� かわしま　ななえ�え
◇ごはん山� はらぺこめがね�著
◇グレタのねがい� ヴァレンティナ・キャメリニ�著

不用品 市ダイヤル

日�

時
　
４
月
18
日
㈯
11
時
～
14
時
30

分
、
26
日
㈰
10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室
�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の

学
生
で
結
成
し
て
い
る
学
生
委
員
会

は
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
、
『
積
極
的
に
身

に
付
け
て
行
動
に
示
す
～
自
ら
挑
戦

し
成
長
を
成
し
遂
げ
よ
う
～
』
を
テ

ー
マ
に
、
延
べ
269
人
の
学
生
が
『
登

別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
』
や
『
登

別
地
獄
ま
つ
り
』
な
ど
に
参
加
し
ま

し
た
。

同
校
は
、
道
内
だ
け
で
は
な
く
道

外
か
ら
入
校
し
た
学
生
も
い
ま
す
が
、

出
身
地
に
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
学
生

が
登
別
市
内
を
は
じ
め
と
す
る
胆
振

管
内
の
活
動
に
参
加
し
、
「
普
段
は

接
す
る
こ
と
が
少
な
い
年
代
の
方
々

と
の
交
流
で
、
新
た
な
発
見
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
、
「
人
の
た
め
に

何
か
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
、
授
業
で
は
で
き
な
い
貴

重
な
経
験
を
し
て
い
ま
す
。

同
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員

会
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
学
生
と

共
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
学
ぶ

４
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学

▲�沿道のごみを拾う『ハロウィンｄ
デ

ｅク
リーンウォーク』に参加

▲�『こいのぼりマラソン』の事前説明を受
ける参加者たち

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

※無料に限ります。
▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　 � ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

地
域
の
絆
づ
く
り
は

サ
ロ
ン
活
動
か
ら

地
域
福
祉
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

地
域
ぐ
る
み
で
児
童
虐
待
を
防
止

詩
吟
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

　
幌
別
鉄
南
第
八
町
内
会
は
、
毎
月

第
２
火
曜
日
、
東
団
地
集
会
所
で

『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
絵
画
を
得
意
と
し
て
い
る
方
を
講

師
と
し
た
、
大
人
の
塗
り
絵
の
ほ
か
、

囲
碁
や
将
棋
、
麻
雀
な
ど
を
楽
し
ん

だ
あ
と
に
は
、
参
加
者
全
員
で
の
カ

ラ
オ
ケ
で
地
域
の
絆
を
深
め
て
い
ま

す
。

幌
別
鉄
南
第
八
町
内
会

�

会
長
　
酒さ

か

井い

　
裕ひ

ろ

明あ
き

　
　

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

各
単
位
町
内
会
の
役
員
34
人
で
、
日

頃
の
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
願
い
や

思
い
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
一
人
暮
ら
し
の
方
な

ど
へ
の
声
か
け
な
ど
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
や
『
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

緊
急
情
報
伝
達
網
』
に
つ
い
て
再
確

認
し
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
し
た
。

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ

し

昭あ
き

　
　

　
青
葉
地
区
連
合
町
内
会
は
、
今
年

で
14
回
目
と
な
る
町
内
会
役
員
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
子
ど
も
家
庭
グ
ル
ー
プ

の
職
員
を
講
師
に
招
き
、
児
童
虐
待

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
意
見
交
換

な
ど
で
知
識
を
深
め
、
虐
待
を
受
け

て
い
る
子
ど
も
や
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
家
庭
を
早
期
発
見
し
、
地
域

の
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
ん
で
い
く

思
い
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

青
葉
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
田た

渕ぶ
ち

　
純す

み

勝か
つ

　
　

　
美
園
南
町
内
会
は
、
み
そ
の
園
で

毎
週
土
曜
日
に
詩
吟
教
室
を
開
催
し

て
お
り
、
今
年
で
30
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
会
員
は
、
大
会
に
出
場
し
て
大
勢

の
方
に
自
分
の
詩
吟
を
聞
い
て
も
ら

う
こ
と
で
喜
び
を
感
じ
て
い
た
り
、

腹
式
呼
吸
で
、
大
き
な
声
を
出
し
吟

じ
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も

な
っ
て
い
る
な
ど
、
心
身
の
健
康
増

進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

美
園
南
町
内
会

�

会
長
　
岸き

し

　
　
正ま

さ

治は
る
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白老町 室蘭市 伊達市
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人のうごき（令和２年２月末日現在）／人口47,510人（－34）世帯２4,690（－5）（　）は前月比

手洗いのポイント

咳エチケット

　2000年の大噴火から、今も白い煙
を上げる有

う

珠
す

山
ざん

。外輪山展望台から
は、火口原や洞爺湖、羊蹄山まで、
360度の眺望を満喫できます。
　登山ルートは、治山の森から有珠
山遊歩道を登り、１時間半ほどで外
輪山展望台に着くことができます。
　４月29日㈬の山開きと同時に、有
珠山登山道入り口で、９時から安全
祈願祭を行います。
▶�問い合わせ　特定非営利活動法人
だて観光協会

� （☎０１４２㉕２７２２）

プレウテカンパ祭
１Ｄ

デ イ

ａｙポロトコタン 有
う

珠
す

山
ざん

山開き・安全祈願祭屋外スポーツ施設のオープン（予定）

○�祝津・高砂テニスコート、入江運
動公園陸上競技場
　…４月１日㈬
○白鳥大橋パークゴルフ場
　…４月21日㈫
○�祝津公園グラウンド、入江運動公
園多目的運動広場、中島公園野球
場、少年野球場（神代町）
　…５月１日㈮
※�天候により、オープン日を変更す
る場合があります。
▶問い合わせ　室蘭市生涯学習課
� （☎㉒１１１２）

　春を迎えるポロトの森を舞台に、
デイキャンプで楽しく交流します。
　７月下旬に開催予定の『ウテカン
パ祭』のプレイベントとして、木工
体験やちびっこ広場、ミニ手話教室、
アイヌ語教室、森の散歩など、楽し
い催しが盛りだくさんです。
▶日時　５月24日㈰11時～1７時
▶�場所　白老ふるさと2000年ポロト
の森ビジターセンター
▶�問い合わせ　特定非営利活動法人
ウテカンパ設立準備委員会
� （☎080－18７4－3624）

新型コロナウイルス感染症に
ご注意ください

▶問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

　新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染症は、感染経
路を遮断し、『自分が感染しない』、『他人に感染させない』こ
とが大切です。日頃からの心がけで、感染症を予防しましょう。
★�こまめに手洗いやうがいをし、咳エチケットを心掛ける
★�人が密集する場所や換気の悪い密閉空間を避ける
★�十分な睡眠とバランスの良い食事で、免疫力を高める

　両手をしっかりとこすり合わせ、石けんの泡で手のすみずみまで
30秒以上洗いましょう

　新型コロナウイルスやインフルエン
ザなどの感染症は、咳やくしゃみによ
り感染するものが多くあります。
　『咳エチケット』は、これらの感染
症を他人に感染させないために、咳な
どをする際にマスクやティッシュ、袖
などを使って口や鼻を押さえることで
す。
　特に、職場や学校など、大勢の人が
集まる場所で咳エチケットを実践しま
しょう。

①手のひらをよくこする
　使用したティッシュは
すぐにゴミ箱に捨てるこ
とが大切です

　手でおさえると、その
手からドアノブなど、周
囲のものにウイルスが付
着する可能性があります

上着の内側や袖で口
や鼻を覆う

ティッシュやハンカチ
などで口や鼻を覆う

④指の間を洗う

②�手の甲を伸ばすように
こする

⑤�親指と手のひらをねじ
り洗いする

③�指先やツメの間を念入
りにこする

⑥手首も忘れずに洗う


